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指導者の方々へ

　米国魚類・野生生物保護局は、アラスカの青年たちが野生生物資源の問題に関して賢明な決断ができる

ようになるために、教育は非常に重要な役割を果たすと考えています。局では、「ガンについて教えよう」

「湿地と野生生物」そして「アラスカにおける火の役割」などを含むいくつかの教育カリキュラムを作りあ

げました。これらのカリキュラムの目的は、アラスカの自然資源の問題について学生たちに教えることで、

将来彼らが無知による間違った決断を下さないための、必要な情報と技能を持つようになることです。

　海鳥の多くの種がアラスカで見いだされてされています。アメリカ合衆国に存在する全ての海鳥の約

８６％がここにいます。アラスカでは海鳥は大切な社会経済資源なのです。海鳥は、人間やほかの動物た

ちからの影響を非常に受けやすい生きものです。教育セット「海鳥を学ぼう」は、アラスカの小学４年生

～６年生の子供に、アラスカの海鳥の数や、世界における海鳥の重要性、そしてどんなことが海鳥に悪い

影響を与えるか、ということを教えるために作られています。

  教育セット“海鳥を学ぼう”の中には

・ 先生のための予備知識

・ １２のアクティビティー

・ アラスカ海鳥ガイド

・ 海鳥図鑑

・ カラーポスター――アラスカの海鳥を守ろう

が入っています。

  セットの中で扱われているトピックスの中には、海鳥の識別や、食物網、個体数変動、捕食者／被食者の

関係、海鳥の生息環境への適応、人間による海鳥の伝統的利用法、海鳥やその生息地に悪影響を与える可

能性のあるものなどが含まれています。異なる分野のアクティビティーを順番に実行すれば、それぞれの

分野の重要な考えを理解していけるようになっています。

  教師や地域住民にこれらの資料を紹介するための研修会を、ご自分の地域で開くこともできます。研修会

を開きたい方は、下記の住所あてに、「教育コーディネーター」までご連絡ください。研修会を開く学校に

は、次のものをそれぞれ一部ずつ差し上げています。

・ 海鳥のスライドセット

・ “海洋汚染”のビデオ

・ ＮＯＡＡによる海洋廃棄物に関する小冊子

  私たちは多くの異なる情報源からアイディアや情報を取り入れて、この資料を作り上げました。私たちは

海鳥の専門家や、土地の管理者や、アラスカの沿岸学区に連絡を取りました。彼らに作成に参加してもら

うことで、この教育セットの中の、アラスカにおける海鳥資源とその問題に関する描写が、より正確にな

りました。資料の草稿は、さまざまな学校で試験的に見てもらい、そのときに出された提案を組み入れて

最終稿ができあがりました。このセットが皆さんの教育現場でどのように役立ったかお知らせいただけれ

ば幸いです。ご意見は改訂版発行の際に取り入れたいと思います。

  皆さんのご意見は非常に大切です。評価シートが次のページに綴じ込まれています。そこに書き込んで、

皆さんの感想をお知らせください。

　このセットが、アラスカの若者と海鳥の個体群の未来に、良い影響を与えることになれば幸いです。こ

の本に関してご質問やご意見があれば、こちらにご連絡ください。（略）

アラスカの海鳥について教育してくださいましてありがとうございます。





海鳥を学ぼう       カリキュラムに対する評価

名  前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　      　　　　　　　　日付    　　　

学校／団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住  所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学年／学科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒数　　　　　　　　　　　　　

  「海鳥を学ぼう」に興味を持っていただきありがとうございます。私たちは皆さんの助言によってこの教

育セットをより良くしたいと思っています。

  皆さんのご意見はこのパックの改訂版や、ほかの教育資料を作成する際に取り入れたいと思います。最新

の資料や補足事項などをご希望の場合は、質問事項に全てお答えいただいた後、上の欄に必ず名前と住所

を記入して、下記の住所まで郵送してください。

この資料を利用した目的はなんですか？

　

どのアクティビティーを使いましたか？それはうまくいきましたか？アクティビティーの内容をより良い

ものにするための、改良、応用、またやり方について何かご意見はありますか？（書ききれない場合は別

紙でかまいません。）　　　



補足資料（先生のための予備知識、ポスター、小冊子、スライドセット）の有用性と内容についてご意見

をお書きください。他にどのような資料を付ければ良いかご提案がありますか？

海鳥の生態や海洋環境について、生徒たちがより良く理解できたとお考えですか？彼らの成績はどうでし

たか？

「付録」を活用して、どんな情報や追加資料を得ましたか？それらは役に立ちましたか？

このセットを将来また使おうと思いますか？使わないとしたら何故ですか？

どうしたらもっと皆さんのお役に立てるでしょうか？どのような種類の補足情報を受け取りたいと思われ

ますか？

他にご意見・ご感想はございませんか？



目   次

アラスカの海鳥 －　先生のための予備知識 １

バードウォッチングに出かけよう ９
　最初のアクティビティーでは、生徒は海鳥コロニーの風景や音についてのお話に、効果音を入れます。

海鳥図鑑 １３
　このセットに入っている小冊子を使って、生徒は観察したり、聞いたり、情報を得たりして、海鳥を知っていきます。

  
海鳥識別ラインゲーム １７
　海鳥を識別し、海鳥に関する問題に答える活動的なゲームです。

食物連鎖カードゲーム ３１
　海洋食物網を作るカードゲームです。

生息環境おにごっこ ３９
　生徒はこのゲームの中で鳥になり、生き残るために食料、水、そして隠れ場所を手に入れなくてはなりません。

崖を作ってみよう ４３
　教室用の海鳥コロニーの模型を作ります。

キツネとミツユビカモメ ４５
　捕食者と被食者との関係や、コロニーで巣作りをするには、適応性が重要であることを図式にしていくゲームです。

ウミガラスの卵リレー ４７
　紙と小麦粉と水でウミガラスの卵の模型を作り、崖に巣作りをする鳥に関するリレー・ゲームをします。

地元の人々にインタビューをしてみよう ４９
  生徒がインタビューを計画し、指揮して、地元の人々の海鳥に対する知識を調査します。

 
乾かないツノメドリ ５３
  生徒は海鳥への油汚染の影響を具体的に知るための実験をします。

おなかがすいた！ ５５
  海で鳥たちが、食べ物と間違えてしばしばプラスチックを食べてしまうことを体験するゲームです。

やればできる！ ５７
  海鳥を救うためのプロジェクトを選んで、計画をたてて実行し、結果を分析します。

用語解説 

付録 
  出典資料名、人名、注文フォームと電話番号のリストです。

ポスターキー 

スライドリスト 

新聞記事から
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アラスカの海鳥

先生のための予備知識

　もしも皆さんが生徒たちに、百万以上の人口を

持つアラスカの集落の名前を全て挙げよ、と質問

したら、彼らは何と答えるでしょう？ 内緒ですが、

アラスカの海岸沿いには、百万もの住民がいる集

落がいくつかあるのです。その集落はアンカレジ

の４、５倍の大きさで、しかも住民の誰一人とし

て車を持っていません。住民は全員飛べるからで

す。なぜでしょう？ 実はこれらは海鳥の集落なの

です！

　毎年夏になると、残りの季節を広々とした海で

過ごしている鳥たちが、巣作りのために海岸にや

ってきます。巣作りの場所は騒々しく、しばしば

高くそそり立った断崖であり、いろいろな種類の

鳥たちが、そこの自分たちだけの特別な場所へと

戻ってくるのです――それは岩のごろごろした浜

辺であったり、岩棚であったり、倒木であったり、

崖の先端であったり、古い木であったり、さらに、

岩の内部や断崖の土の中にできた洞穴や割れ目の

こともあります。

　同梱の海鳥図鑑（１ページ）にあるように、海

鳥はその生涯の大半を海で、つまり海洋環境下で

過ごす鳥です。巣作りの期間以外は、海鳥が陸で

産するものを必要とすることはありません。彼ら

は食べ物や、水、そして住まい（生きるための最

低必要物）を海から得るのです。大型の海鳥（ア

ホウドリなど）になると、陸というものに触れる

まで三年間も海で過ごすものもいるようです。し

かし、波の上で卵を孵す方法を考え出したものは

まだ誰もいません。ですから種として生き残るた

めに、海鳥は固くて乾いた場所を巣作り用に探し

出さなくてはなりません。巣作りの間、海鳥は自

分自身のためと、おなかを空かせた雛のために、

頻繁に食べ物を求めて海へと戻ります。海鳥は私

たち人間が、食料雑貨店の通路や最低限の生活が

できる場所を知っているように、海流や波の上の

気流を知っているのです。

　アラスカの海岸沿いでは、３５種類もの海鳥が

子育てを試みています。そのうちの８種はアラス

カとアジアの間の沿岸でしか見られません。この

鳥たちと、さらに５種類の「訪問中」の海鳥に関

しては、同梱の赤い小冊子、「アラスカ海鳥ガイド」

に絵と記述があります。
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海の食物環
海峡域で各種が何を食べているか

食物網

  海鳥は海洋生態系のどこに当てはまるでしょう

か？これはアラスカの海洋食物網の一部を図解し

たものです。陸上と同じように、すべてのエネル

ギーのもとは太陽です。ひとつの食物網はたくさ

んの食物連鎖（何が何を食べるか）が織物を織る

ように組み合わせられてできており、生態系を通

過する間に、エネルギーがどうなっていくかを示

す大きな図になっています。この食物網は生産者

（太陽エネルギーを変換することで自分たちの食物

を作る植物）と消費者（この変換されたエネルギ

ーを食物連鎖の上位へと運ぶ微生物）の関係、ま

た捕食者（狩る者）と被食者（狩られる者）との

関係を示しています。

  この食物網は、死んだ植物や動物を食べてエネ

ルギーと栄養分を放出する分解者（バクテリア、

ミミズ）を入れることによって、生から死への完

全な環となります。生態系においては、全ての物

質が再利用されるのです。カニ、カラス貝、ハマ

グリなどの甲殻類や貝類でさえも。海鳥がその糞

によって、営巣地のまわりの水と土地を豊かにし、

海洋の栄養分をリサイクルする手伝いをしている

ことを忘れてはなりません。
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夏の巣作り

  巣作りの時期になると、海鳥は何を必要とするで

しょうか？まず、海に近い場所であること（遠く

離れた内陸でも営巣や採食をすることのある、数

種のカモメや小型ウミスズメの仲間、そしてキョ

クアジサシは除きます）。そして海岸の絶壁や、岩

だらけの断崖や、そして陸に住む捕食者たちのい

ない島が必要です。遠く離れているということと、

孤立しているということで安心ですから。また、

これらの場所では強風が吹き荒れています。――

これは、海では優美だけれども陸上では不器用な

生きものである海鳥には大切なことなのです。彼

らは着陸と離陸には大層苦労しますが、断崖絶壁

であれば、容易に飛び立って（または飛び降りて）

風を捉えることができるからです。

  また海鳥は巣作りの場所として、数百の、数千の、

あるいは数百万の仲間が一緒に、密集して子育て

できるようなところを選びます――なぜなら、多

数でいる方が安全だからです。そして集団から生

まれる活力が、巣作りの習性を促すのに役立つの

です。これらの緊密に寄り集まった巣作り中の鳥

たちの集団は、コロニーと呼ばれます。（同梱のポ

スターを見てください）

  こんなにもたくさんの海鳥たちは、この巨大なコ

ロニーの中で、どうやっておのおのを区別するの

でしょうか？ 鳥たちは、それぞれ自分の好みの生

息環境があり（次ページを見てください）、しばし

ば翌年、その場所にちゃんと戻ってくるのですか

ら！ 海岸で、岩や流木の間に隠れて巣作りをする

ことを好むものもいれば（ウミバトなど）、多くの

親族たちと一緒に翼を接して巣作りができる、幅

の広い岩棚を好むものもいます（ウミガラスなど）。

他の海鳥たちは、狭い、一家族用の岩棚を好みま

す（ミツユビカモメ、フルマカモメなど）。ツノメ

ドリの一種（エトピリカ）は土に巣穴を掘って産

卵するの対して、同系のツノメドリは通常、断崖

の表面の割れ目の中や、あるいや岩と岩のすき間

で卵を孵します。

生息地

  海鳥の中には、断崖コロニーで群れるのをきらう

ものもいます。特にそのうちの二種は、全く違っ

たやり方をします。コバシウミスズメのつがいは、

内陸の山の斜面で見つけた岩の中で、単独営巣し

ます。また最近の新聞記事によると（切抜きを見

てください）、マダラウミスズメは、１０マイル以

上も内陸に入った、最も考えられないような場所

――成熟した森の古木の上層にある幅の広い、コ

ケの生えた枝の上や、地面の上に巣を作ることも

あるということです。そしてそういった成熟した

森が伐採されるにしたがって、マダラウミスズメ

の数も減少しているのです。

残りの期間

  一年のうちの８ヶ月あるいは９ヶ月間は、これ

らの海鳥の営巣地は、静かでがらんとしています。

ほとんどの海鳥たちは外洋性です。一年のうち大

半は、乾いた土地に水かきのある足をつける必要

はないので、洋上で、それもしばしば遠い沖合で、

生活するのです。

  海の上でも、海鳥たちは最も好ましい生息環境を

探します。それはかれらのお気に入りの食べ物が

見つけやすいところならどこでもいいのです。一

度海流や潮流によって魚などの食べ物が集中する

場所を見つけると、海鳥たちは、異なる深さで食

べ物を取ることで、種類ごとに分かれていきます。

カモメや、アジサシ、ミツユビカモメ等は、大き

な群れとなって、魚を求めて水面部分で突きあう

でしょう。ウやウミバト、ウミスズメ等は中間の

深さへと潜ります。最も深いところの魚たちは、

ウミガラスやツノメドリのために残されるのです。

　　　　　　　　　　　

  海鳥の冬の生息地についてはあまり知られていま

せん。実際、数種類の海鳥が冬どこに集まってい

るのかは、依然謎のままなのです。
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群集性海鳥の生息環境

平らな地面

シロカモメ

ワシカモメ
地面に掘った穴

ハイイロウミツバメ

コシジロウミツバメ

ウミスズメ

アメリカウミスズメ

ウトウ

エトピリカ

崖の岩棚

ウミガラス

ハシブトウミガラス

フルマカモメ

断崖の部分

ミツユビカモメ

アカアシミツユビカモメ

ミミヒメウ

ヒメウ

チシマウガラス

岩の割れ目

ツノメドリ

崖の斜面

ハイイロウミツバメ

コシジロウミツバメ

ウミスズメ

アメリカウミスズメ

ウミオウム

エトロフウミスズメ

コウミスズメ

シラヒゲウミスズメ

粗い石のかけらの部分

ウミバト

ハジロウミバト

クロミヤコドリ
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　大部分の海鳥は、陸の捕食者が近づきにくい場所

を巣づくりの場として選ぶのですが、食べ物を探す

捕食者から完全に逃れられる場所はありません。海

鳥というものは、ワシや、ハヤブサ、ワタリガラス

など、風に乗ってやって来る捕食者から自分たちの

身を守る準備はできているものです。 海鳥の中には

（カモメや、トウゾクカモメなど）、ほかの海鳥から、

彼らがヒナに運んできた食べ物を奪ったり、むきだ

しになった卵を盗んだり、小さなヒナを素早く取っ

て行ったりする略奪者に変貌するものもいます。し

かしまわりのもの全員が、一斉に鳴き声をあげて自

分たちのテリトリーを防御し始め、侵入した鳥が獲

物を取る前に追い払うことに成功することもありま

す。鳥たちが自分たちのまっただ中にいる捕食者に

対して集団で襲いかかる時、それはモビングと呼ば

れます。

  捕食哺乳動物は、たいてい獲物を手に入れます。北

極海には、サーカスの綱渡り芸人のように身軽で、

よほど狭い岩棚でなければどこでも入り込むことが

できる、ホッキョクギツネ（ブルーキツネ）がいます。

大部分のアリューシャン列島、アラスカ半島の南部

にある島々の大部分とアラスカ湾には、かつてほと

捕食者

　私たちは先ほど（「生息地」の項目で）、海鳥たち

が、陸の捕食者から離れた安全な島や断崖の上に、

それぞれ違った巣作りの場所を選んで生活すること

に、どのように適応していったかについて話しまし

た。海の上でも、海鳥たちはそれぞれ違っています。

ツノメドリが巣の場所の近くで食べ物を探すのに対

して、エトピリカはずっと遠くの海まで出て食事を

します。ミツユビカモメは小魚を好みますが、小型

のウミスズメ類は動物プランクトンの方が好きです。

ウミガラスは深くもぐりますが、一方ウミツバメは

水面で食べ物を捕ります。海鳥たちは特殊化するこ

とで、海の資源を分け合い、争わずにいられるので

す。――すなわち、おのおのが自分自身のニッチ（生

態的地位）を持っているということです。

  海鳥図鑑を見れば、海鳥の嘴
くちばし

が、食べ物の種類にど

のように適応しているかがわかります（２ページ）。

また、海鳥の身体がいかに飛ぶことに――空中でも

水中でも――適した構造になっているかも見ること

ができます（２ページから７ページ）。海鳥の幾種類

かはとても簡単に飛ぶことが出来るので、毎年夏に

なると１万マイル離れたアラスカまで（キョクアジ

サシは南極大陸から）、巣作りのために、あるいは休

暇を過ごすために（ミズナギドリは、ニュージーラ

ンドやオーストラリア近辺で子育てをしたのち、南

半球の冬から逃れるために）渡りをします。海鳥の

適応性

んどキツネがい

ませんでした。

そのため、歴史

的に多くの大き

な海鳥の集落が

ここに存在して

いました。しか

しまずロシアの

キツネ猟師が、

そして次にアメ

リカの猟師たち

が、これらの島々

は毛皮を取るためのキツネを飼養するのに、安く手

頃な場所だと考えました。海鳥はキツネたちの無料

の食べ物でした！ いくつかのコロニーが全滅しまし

た。こうして、人間によって持ち込まれたホッキョ

クギツネとアカギツネのせいで、今日でも多くの海

鳥たちはここに戻ってこようとはしないのです。

  別の捕食者は、より多くの島々にたどりついている

かもしれないという事実がまさに、海鳥を脅かして

います。それはネズミです！詳しくは、「人間による

脅威」の項目と、新聞記事の切り抜きを見てください。

中には、身体が魚雷のようになっているので、飛ぶ

ように泳ぐことができるものがいます（ウミスズメ、

ツノメドリ、ウミガラスなど）。ウは海面上を飛びも

すれば、海中を泳ぎもします。羽はほかの潜る鳥の

ように水はけが良くないので、食事が終わるたびに

岸辺に羽を広げて立ち、乾かさなければなりません。

  「水はそこら中にあるが、飲むためのものは一滴も

ない」。人間は海鳥のいる塩辛い海を指してこう言う

でしょう。私たちは、もしも飲み物が塩水しかなか

ったとしたら、死んでしまうでしょう。しかし海鳥

には、海水を飲むと後で塩分を排出してくれる、特

別な塩類腺が備わっているのです。

フルマカモメは、塩類腺が後で塩分を排出するので、

海水を飲むことができる。
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伝統

人間の脅威と
自然界の危険

　エスキモーの伝説によると、昔々、セドナという

名の酋長の娘が、フルマカモメに求婚されました。

娘は結婚を承諾し、心地よい父親の山小屋をあとに

して、フルマカモメと一緒に海へ向かいました。

　まもなく、セドナは不幸になりました。フルマカ

モメは彼女にやさしくありませんでした。ほかのフ

ルマカモメは彼女を嫌い、いじめました。酋長であ

る彼女の父親は、娘がひどく扱われ不幸せであるこ

とを聞きました。彼はフルマカモメの住んでいると

ころまで出かけて行き、フルマカモメの婿を殺し、

後悔している娘を家へと連れて帰りました。残され

たフルマカモメたちは追いかけてきて、ひどく哀れ

な叫び声で鳴きました。エスキモーたちは、こうい

うわけで、フルマカモメの鳴き声はあんなに悲しげ

なのだ、と言い伝えているのです。

  海鳥はずっとアラスカ原住民の生活の一部となっ

てきました。古代住居のある貝塚（ゴミ捨て場）で、

海鳥の骨が発見されています。何百羽もの小さい海

鳥の羽毛と皮からできた儀式用のローブが、今でも

文化財として残っています（近くの博物館で調べて

みてください）。 原住民の狩人は海鳥のコロニーまで

出かけていって卵を集め、網で海鳥を捕まえて、長

い北極の冬の後の新鮮な食料としました。捕鯨船や

探検家もまた、食料にするために海鳥を殺しました。

  現代もいくつかの村には、繁殖の季節が始まった頃

に、海鳥が生息している崖まで行って卵を取ってく

る、特別な行事があります。他の村では、村の近く

の平らな地面で営巣している海鳥の卵をねらいます。

これらの「はしり」の卵は、今でもなお冬の限られた

メニューにうれしい変化を提供していますし、また

家庭には、伝統的な行事を一緒に体験する機会を与

えてくれているのです。

　海鳥の集落は、人里離れたところにあるとはいえ、

危険と無縁なわけではありません。船が座礁してプ

ラスチックなどのゴミがどさっと流出したり、燃料

が漏れ出したりすることもありますし、また見捨て

られた破船となってしまうこともあります。私達は

まず、こういった船から流れ出る重油のことを考え

なくてはなりません。特にここアラスカでは、こう

いった災害でたくさんの海鳥が死んでいったのです

から。羽が重油にまみれると、鳥は泳ぐことはおろ

か体温を保つことも出来ないのです。海鳥は羽づく

ろいをしたり、汚染された食べ物を食べたり、重油

にまみれた水を飲んだりすることで重油を飲み込み、

毒に侵されてしまいます。卵の殻に重油がつくと、

中で育っている雛が蝕まれることもあります。

  重油流出以上に海鳥に害を与えるものは何かある

でしょうか？あります！そういった座礁し、難破し

た船にはネズミがのりこんでいたかもしれませんし、

それらのネズミは海岸へと逃げていった可能性があ

ります。一度ネズミが大きな島にはびこると、何も

のも彼らを全滅させることはできません。ネズミは

どんなに小さい場所に隠れている海鳥でも殺して、

彼らのコロニーを荒廃させることができるのです。 結

局、「ネズミを絶対に島に上陸させない」ということ

しか、ネズミの脅威からその島の海鳥を守る方法は

ありません。

  気候もまた海鳥が逃れることのできない殺し屋では

ありますが、少なくとも、それは永久に続くもので

はありません。低温に風雨が伴うと、無防備な雛の

命を奪うことがあります。激しい嵐があると、巣が

岩棚から流されたり、近隣全部が、崩れた岩の中へ

消えてしまったりすることもあります。

  人間が海鳥のコロニーの中を歩くと、海鳥は怯えて

巣から離れることがあります。その結果、巣は風雨

にさらされます。親鳥が留守にしている間に、カモ

メが保護者のいない卵や雛を奪っていくこともあり

ます。飛行機があまり低空を飛行すると、海鳥はパ

ニックになって逃げ出し、卵をかえすのを止めてし

まうこともあります。船がクルーズするときに崖に

近づきすぎると、同じことが起こります。そうなると、

無防備になった卵や雛は、空中にいる捕食者のごち

そうになってしまうのです。
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　海鳥の一生は多くの危険にさらされています。人

間はそのうちほんの少しのことしか制御していませ

んが、海鳥はできる限りの助けを必要としているの

です！ 生徒たちに、海鳥のコロニーのまわりの局所

的な活動から、地域社会や行政に対する提案まで、

海鳥を助けるためにどんなことができるのか考えさ

せてください。多くの海鳥は、一年に一個しか卵を

産みません。それぞれの卵が孵って成長する可能性

はわずかです。あなたがたは、これらの可能性を高

くすることができるのです。

  考えられることのリストが、  ページのアクティビテ

ィー「やってみよう！」の中にあります。

  いくつかの自治体は、すでに自分の地域の海鳥と

海洋生態系に対する保護活動を活発に行っています。

たくさんのコロニーが、州や連邦の野生生物保護地

区の一部となっています。近くの保護地区からあな

たがたの教室にやって来た人に尋ねてみましょう。

生物学者はしばしば、夏、海鳥のコロニーの健康状

態を研究して過ごします。例えば、成鳥や雛鳥の個

体数が変化しているかどうか、どんな食べ物を見つ

けて食べているか、といったことです。あなたがた

の生徒を励まして、こういった科学者たちと話をし

て、情報を共有するようにさせましょう。

     ページの「付録」に、アラスカにある連邦機関に

連絡を取るための人名リストがあります。

  親たちは、子育てしているコロニーや、待ちくた

びれてひどくお腹をすかせるであろう雛たちから離

れすぎないようにしながら、自分自身と雛たちに十

分な食料を見つけることができなくてはなりません。

時には海流が魚を島から離れたところに追いやって

しまったり、あるいはその地域の漁師が魚を獲りす

ぎたりすることがあります。そうすると、親鳥たち

は遠くへ遠くへと飛ぶことを強いられます。親鳥で

さえ、餓えで死んでいくことがあるのです。

  漁師たちは、時々魚を獲るための網や釣り糸を、ち

ょうど海鳥が魚を探している場所に配置してしまう

ことがあります。鳥たちは魚網に引っかかり、溺れ

てしまいます。

  海洋汚染もまた致命的になりえます。海鳥は、人々

が捨てた物―例えば、釣り糸や網、プラスチックの

リングといったゴミ――にからまると、飢えて死ん

でいくのです。

  あるいは海鳥は、小さなゴミのかけら（発砲スチロ

ールから落ちたプラスチックペレットなどのように）

を食べ物と間違えて食べてしまうこともあります。

このプラスチックが鳥の消化器系にたまると、その

鳥は結局死ぬことになるのです。

  これらの海鳥に対する脅威の多くは、このセットに

入っているポスターに図解されています。

救うことができる
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  この地図は、米国魚類・野生生物局の１９９４年における「アラスカ海鳥コロニーカタログ」コンピュータ・

データベースから作ったものです。もし、あなたの地域にあるコロニーが、もっと詳しく表示されている

地図がご覧になりたければ、こちらへ連絡をとってください（略）。

ア
ラ
ス
カ
の
海
鳥
コ
ロ
ニ
ー



 ─ 9 ─ 

バードウォッチングに出かけよう

手順

１．  クラスの子供たちに「バードウォッチングに出かけよう」の出演者の役を割り当てます。彼ら

の役割は、自分の役の名前が呼ばれたときに、自分のせりふ（かっこの中の言葉）を言うことです。

出演者

　　野生動物写真家 （はい、チーズ、カシャ）

　　ミツユビカモメ （キティウェイク、キティウェイク）

　　波 （ザッパーン、ザッパーン）

　　ツノメドリ （ツノメドリのように、とてもすばやく静かに、腕をパタパタさせる）

　　ワタリガラス （カー、カー）

　　ウミガラス （オロローン、オロローン）

　　風 （ヒュー）

　　海鳥のフン （うーｘｘｘｘｘｘっ！）（鼻をつまみながら）

２．    次のページに書いてあるストーリーを、出演者が効果音を入れるための間をとりながら、声に

出して読みます。



 ─ 10 ─ 

バードウォッチングに出かけよう

　ある夏の日、友達と私は、とても早く起きて、○○（皆さんの村または町の名前を入れる）

の近くにある、△△（地元の海鳥コロニーの名前を入れる）へハイキングに行く計画をたてま

した。 友達は野生動物写真家（はい、チーズ。カシャ）になる決心をしたのです。 夜明けに――

まあ、実際は午前１０時ごろでしたが――私たちは出発しました。目的地に近づくと、ミツユ

ビカモメ（キティウェイク、キティウェイク）の声がかすかに聞こえてきました。ミツユビカ

モメ（キティウェイク、キティウェイク）の小さな一団が、互いに呼び交わしながら、私達の

方に向かって、頭上を飛んでいたのです。 海に近づくと、風（ヒュー）が強くなりました。そ

れは私達の顔に向かって真っ直ぐに吹き付けていて、とても爽快でした。風（ヒュー）が海鳥

のフン（うーｘｘｘｘｘｘっ！）の生臭い臭いも一緒に運んでくることを除いては。 私達は自

分たちが海鳥の大きなコロニーに近づいているとわかりました！ 海鳥のフン（うーｘｘｘｘ

ｘｘっ！）は本当に臭かったけれども、私達は海鳥のフン（うーｘｘｘｘｘｘっ！）が周りを

取り囲む海のよい肥料になることを知っていました。

  私達は、あまりへりに近づき過ぎないように注意しながら、ゆっくりと崖の頂上まではい登

りました。へりからおそるおそる下をのぞくと、波（ザッパーン、ザッパーン）が下の方の岩

にぶつかっているのが見えました。私達は安全な場所を見つけて座りました。野生動物写真家

（はい、チーズ。カシャ）である友達は、カメラを準備しました。私達の左側には、ウミガラス（オ

ロローン、オロローン）の一団がまるごと、狭い断崖の岩棚に、ひしめき合って立っているの

が見えました。それはまるでウミガラス（オロローン、オロローン）が互いに冗談を言い合っ

て笑っているように聞こえました。ちょうど私の友達の野生動物写真家（はい、チーズ。カシャ）

が、ウミガラス（オロローン、オロローン）の写真を、今まさに撮ろうとしていたその時、一

羽の大きく、真っ黒なワタリガラス（カー、カー）が飛んできたかと思うと、風（ヒュー）に

乗って空高く舞い上がりました。ワタリガラス（カー、カー）は、崖で営巣している海鳥を捕

らえることができる数少ない捕食者のひとつです。ワタリガラス（カー、カー）は夕食を探し

ていたのです。ウミガラス（オロローン、オロローン）は驚いて岩棚から飛び出し、波（ザッ

パーン、ザッパーン）の上に向かって飛んでいってしまいました。今日はワタリガラス（カー、

カー）にとっては良い日ではなかったようです――卵をひとつも見つけられませんでしたから。

　突然、友達の野生動物写真家（はい、チーズ。カシャ）がひどく興奮しました。彼女は一羽

のツノメドリ（腕をパタパタさせる）が私達の方に向かって飛んでくるのを発見したのです。

わたしはつい笑ってしまいました。なぜならツノメドリ（腕をパタパタさせる）が、短くずん

ぐりした羽と、小さな丸っこい身体で一生懸命羽ばたくさまが、鳥と言うよりも、ジャガイモ

が飛んでいるように見えたからです！しかし友達が言うには、羽があんなに短いから、ツノメ

ドリ（腕をパタパタさせる）は水中で上手に泳いで魚を追いかけ、捕まえることができるのだ
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そうです。私はびっくりしました。想像してみてください。あのツノメドリ（腕をパタパタ

させる）が波（ザッパーン、ザッパーン）の下を飛ぶなんて！

　私の友達の野生動物写真家（はい、チーズ。カシャ）は、ツノメドリ（腕をパタパタさせ

る）が私達のそばの崖に着陸する時に、良い写真が何枚か取れたので、とても喜んでいまし

た。実際、彼女はあまりたくさんの写真を撮ったので、まもなくフィルムがなくなってしま

いました。最後に、わたしたちはただ草の中で仰向けになって空を見上げました。風（ヒュー）

が顔の上に吹き付け、海鳥のフン（うーｘｘｘｘｘｘっ！）の臭いはまだしていました。そ

れでも、信じられないかもしれませんが、私達はちょっぴりその臭いに慣れてしまっていた

のです。見ていると、太陽が沈むに従って、空がピンクや金色の美しい夕闇へと変わってい

きました。ミツユビカモメ（キティウェイク、キティウェイク）がもう一群れ頭の上を飛ん

でいき、私達は彼らにさようならと手を振りました。海鳥たちと素晴らしいひとときが過ご

せて、なんて素敵な日だったのでしょう。

※翻案：米国魚類・野生生物局、「湿地と野生生物」より
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海鳥の本

目的

  生徒達は観察したり、聞いたり、分担したり、

ノートをとったりすることによって、海鳥につ

いての導入説明を理解します。

予備知識

  アラスカにはたいへんな数の海鳥が生息して

おり、それは北アメリカで最も多いのです。同

梱の赤い小冊子、「アラスカ海鳥ガイド」は、

私達の海洋環境に存在する４０種類の海鳥につ

いて、「鳥類図録」として使うことができます。

この本を見れば、それぞれの鳥について、見ら

れる場所、識別するための特徴、生態の興味深

い事実などがわかります。

  このカリキュラムに含まれている「海鳥図鑑」

にも、世界中でみられる海鳥の概観が述べられ

ています。「海鳥図鑑」に写真が掲載されてい

る種類のうち多くは、アラスカには生息してい

ません。しかしながら、それらの鳥の習性や生

活史などは、私達の身近にいるアラスカの海鳥

の種類に共通しています。このようにこの小冊

子には、話し合ったり比較したりする題材が、

色鮮やかに、楽しく紹介されています。特に「ア

ラスカの海鳥を守ろう」のポスターと一緒に使

うと効果的です。ここでは、教師やインストラ

クターが生徒たちに、「海鳥図鑑」にある情報

を紹介するための一つの方法について説明しま

す。

材料

・ 模造紙

・ 数種類の色のマーカー

・ 「海鳥図鑑」（このセットに入っています）

・ 「アラスカ海鳥ガイド」（このセットに入って

います）

・ 「アラスカの海鳥を守ろう」のポスター（こ

のセットに入っています）

※「海鳥図鑑」と「アラスカ海鳥ガイド」がもっ

と必要な場合は、このカリキュラムの最後にあ

る注文用紙を使って注文すれば、「アラスカ自

然史協会」から購入できるでしょう。

手順

１． 「海鳥図鑑」を見られるよう、生徒たちを

床の上に座らせます。 表紙に描かれたものを、

詳しく描写するように言います。この場合の目

的は、識別ではなく、観察です（すなわち、「頭

と比べてくちばしはどれくらい長いですか？く

ちばしを描写しなさい。」など）。観察能力があ

ることをほめて、自信をもたせるようにします。
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２． 「海鳥は他の鳥とどのように違うでしょう？」

と質問します。模造紙に、バブル型やフラスター

型の図表で、生徒達の回答を記録していきます。

「海鳥」という言葉を真中に書き、房や風船の中

に書かれた生徒の回答のうちいくつかを言いかえ

て、生息地、食べ物、適応性につなげるようにし

ます。適応性はもっと細かいカテゴリー、例えば

食べ物のとり方、飛翔、泳ぎ方または潜り方、営

巣といったことに分けていくことができます。込

み入った質問をしてみます。「海鳥はいつも海で

生活しているのでしょうか？海で生活しないのは

どんな時でしょうか？」生徒たちに、表紙の鳥は

何をしているのかについて推理させましょう（ヒ

ントを与えて）。

３．生徒たちに、これからそれぞれのページの絵

を１５秒間見せるが、書かれていることは読まな

いと教えます。海鳥が何を食べるのか、どこで巣

作りをするのか、また海鳥の色について、手がか

りを探すように言います。絵を見せます。それか

ら図表と記録に戻ります。「海鳥は何を食べるの

でしょうか？ どのようにして食べるのでしょう

か？ どこで生活するのですか？ どこで巣作りを

するのですか？ もっとも一般的な海鳥の色は何

色でしょうか？この情報は、私たちの図表のどこ

に当てはめればいいのですか？ なぜ海鳥は普通、

身体の下の方は明るい色で、上の方は暗い色なの

だと思いますか？」

４． 生徒達に、海鳥は世界中に生息していること

を指摘します。その中にはよく知っている鳥もい

れば、まったく知らないものもいるし、彼らの知っ

ている鳥と親戚のものもあるでしょう。「外洋」

という言葉を図表に書きます。生徒達に、この言

葉で多くの鳥を描写できることを教えます。耳を

澄ましてその言葉の定義を聞き取るように言いま

す。海鳥図鑑の最初の２ページには、海鳥に関す

る驚くべき事実が取り上げられていることを教え

ましょう。最初の２ページに書かれている説明を

全部、声に出して読んでください。その中で子供

たちが関心を持った事柄を記録します。生徒に、

アラスカにいる種類とそうでない種類を指摘する

ように言ってください。 ニシツノメドリは、アラ

スカのツノメドリやエトピリカと親戚であると説

明します。図表に、「外洋」という言葉の定義を

記録します。（「外洋」とは、広々とした大洋、外

海のことです。外洋の海鳥は、ほぼ一生涯を洋上

で過ごし、陸にやってくるのは、子どもを育てる

時だけです」）

5． ４～５ページを声を出して読んでください。

そこに描かれているものでアラスカの海鳥は、ア

ホウドリとカモメだけだということを指摘しま

す。生徒に海鳥の飛翔についていくつかの事実を

列記させ、図表に記録させます。

６． ６～７ページには特に、海鳥は海で生活する

ことによって、どのように、生き残るだけでなく

栄えているのか、について書かれています。テキ

ストを朗読した後、視覚や水中飛翔、そして塩分

除去の適応に焦点を絞って、込み入った質問をし

てみてください。回答を図表に記録してください。

７． １０～１１ページで食べ物を捕っている鳥の

中で、最も目立つものはペリカンです。アラスカ

では、生徒はあまり見かけない鳥でしょう。しか

し、描かれている他の鳥を見ると、すべてアラ

スカの海鳥と同様の食事行動をとることがわかり

ます。書かれていることを声に出して読み、質問

をし、答えを図表に記録してください。生徒たち

が自分たちの考えを披露させるのに最適な時間で

す。「ここに載っているやり方で食べ物を捕って

いる鳥を見たことがありますか？」

８． 鳥同士のコミュニケーションについて書かれ

ている１２～１３ページでは、アラスカの鳥は、

補足的にしか取り上げられていません。もしあ

なたの住む地域が海鳥のコロニーの近くだとした

ら、生徒は海鳥のコミュニケーションのやりかた

のいくつかを良く知っているかもしれませんが、

よほど注意深い観察者でない限り、スカイポイン

ティング（嘴を空に向ける求愛ディズプレイのこ

と）のように、多くの目立たない誇示行為は、見

過ごしてしまう可能性が高いでしょう。

９． ペリカンは１４～１５ページで主役の位置を

占めていますが、アラスカの海鳥は隅っこに出演

しているだけです。「ツノメドリの巣とウミガラ

スの巣の違いは？ なぜウミガラスの卵はあんな

形をしているのでしょう？ コロニーとは何です

か？」

１０． １６～１７ページでは、海鳥に対するいろ

いろな脅威に焦点を当てています。「皆さんの地

域での、海鳥に対する大きな脅威は何ですか？ 

アラスカでは先に話したような種類、つまりキツ

ネとネズミが、最も大きな脅威の中に含まれてい

ます。皆さんの知っている海鳥コロニーは、この

２種類の動物に脅かされていませんか？」
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応用

１． 教室に模造紙に書いた図表を掲げてくださ

い。生徒たちに、何か新しいことを学んだら、適

当な場所に事実を付け加えるようにさせてくださ

い。

２． たとえば食べ物のあげ方や、鳥同士のコミュ

ニケーションといった話題の１つについて話し

合っているうちに、多くの生徒が意見を言いたが

るかもしれません。彼らの考えや観察結果は、言

語技術の宿題として書かせるとよいでしょう。

３．「崖を作ってみよう」というアクティビティー

の中で、生徒たちは海鳥を調査することになる

でしょう。このアクティビティーで使った、バ

ブル型の図表形式を使って、鳥に関する情報を

集めさせてください。授業でメモしたことを、

自分自身のメモのひな型として使うようにさせ

てください。
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海鳥識別ラインゲーム

目的

  海鳥を認識する技術や海鳥に関する知識を高

めていく。

予備知識

  海鳥は陸上で見られるどの鳥とも似ていませ

ん。彼らの嘴
くちばし

も、からだも、配色も、三つの世

界での暮らしに適応しています。すなわち、水中、

空中、そして陸地です。数種類の海鳥は空中に

いるのと同じように水の中で泳ぐことが出来ま

す。それはつまり、彼らの身体は形においては

流線型でなくてはならず、さらに冷たい海で体

温を保つために、小さくまとまっていなくては

ならないということです。ぬるぬる滑る食べ物

を水の中で捕まえることができなくてはなりま

せんし、また夏には、お腹をすかせた雛たちの

ところへ何マイルも飛ぶ間、ずっとその食べ物

を持っていることができなくてはなりません。

  これら全ての条件に対する適応の結果が、海

鳥の体に反映されています。海鳥のことを勉強

して、海鳥の絵に色を塗ることによって、生徒は、

様々な海鳥を識別することを学ぶだけでなく、

適応性についても理解していくでしょう。彼ら

はこれらの絵を、後で説明するラインゲームや、

彼らが海鳥について書く文章の挿し絵に使うこ

とができます。

  このアクティビティーは、練習問題として、ま

たは生徒たちが海鳥のことをよく知ってから、

さらに深く学ぶために使うと、最も効果を発揮

します。冬期間に観察する方は、次のことにご

注意ください。海鳥を識別するための特徴のう

ちのいくつか（ツノメドリのカラフルなオウム

のようなくちばしや、パンク調の房毛）は、つ

がいとなる鳥を惹き付けるために、夏の間のみ

現れるものです。赤い小冊子「アラスカ海鳥ガ

イド」の中の分布図を参照して、自分の近辺に

どんな海鳥が住んでいそうか調べてみましょう。

材料

  うしろについている海鳥の塗り絵をコピーし

て、生徒たちに、ひとり１セットずつ配ります。

手順

１． 生徒に、凡例に書いてある通りの色を使っ

て、海鳥の塗り絵を塗らせます。それぞれの鳥

の特徴的な部分を指摘して、それについて話し

合います。色を塗り終えたら、コロニーを視察

する時にフィールドガイドとして使用するため

に、まとめて小冊子にさせます。あるいはその

うちの数枚は、生徒が海鳥について書くときに

挿絵として使わせてもいいでしょう。
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２． 識別ラインゲームをするには、海鳥のそれ

ぞれの種類につき、絵が２枚ずつ必要です。ま

ず３～４つくらいの一般的な種類から始め、生

徒の知識が増えてきたら、徐々に種類を増やし

ていくといいでしょう。生徒が塗った塗り絵を

使うか、それとも自分で作ってください。その

際に、絵に鳥の名前を書かないようにしてくだ

さい。ラミネート加工するのもいいかもしれま

せん。

３． ２つの同条件のチームを作り、互いに向か

い合わせになり、１５フィート離れて一列に並

ばせます。一種類につき２枚の絵を、２チーム

間の地面の上に一列に並べます。全員が絵を見

ることが出来るようにしてください。それぞれ

のチームの選手に番号をつけて、どちらのチー

ムにも１番の選手、２番の選手・・・がいるよ

うにします。同じ番号の選手同士が向かい合う

ようにします。

４．チームの準備ができたら、チームとチーム

の間に置かれたカードに描かれている鳥の名前

を大声で叫び、それから番号を叫びます（次が

誰の番か分からないように、わざと順番通りで

ない番号を呼ぶ）。例えば、「エトピリカ、３番」

というように。番号は鳥の名前のあとに言って

ください。そうすれば、番号が呼ばれた人だけ

でなく、全員で正しい答を探すことになります

から。

５．「３番」の選手たちは、自分の番号が聞こえ

たらすぐに、エトピリカの絵のカードを先に取

ろうと競争します。カードを取り上げたら、自

分たちのチームに戻ります。チームは、正しい

絵が選ばれていたら、ＯＫを出します。もし違っ

ていたら、３番の選手は戻って、別のカードを

持ってくることができます。うまくいった選手

のチームには点数が加算されます。一種類につ

き２枚のカードがあるので、一回に両方のチー

ムが得点することも可能です。

６．鳥に関する知識は、次のように言って復習

することもできます。「とても大きなオレンジ色

のくちばしを持ち、頭に黄色っぽい房毛があり、

巣穴を掘る」（エトピリカ）。「この鳥の世界中の

生息数の９７パーセントは、プリビロフ諸島に

あるセント・ジョージ島に巣を作っている」（ア

カアシミツユビカモメ）。「この海鳥はとても高

い声で鳴き、口の中が真っ赤である」（ウミバト）。

「この海鳥はぎっしりとひしめき合って、断崖の

岩棚に群棲し、巣を作らない」（ウミガラス）。「ア

ラスカのいくつかの地域では‘海のオウム’と

呼ばれている」（ツノメドリ）。「この海鳥は動物

プランクトンを常食とするが、それは羽を使っ

て水中を泳いで集める」（ウミオウム）。「この海

鳥は足を使って水中を泳いで食べ物を追う。羽

毛は防水性がなく羽を広げて乾かさなくてはな

らない」（ヒメウ）。あるいは「この鳥はもっと

も長い距離を渡る鳥として知られている。冬に

は南極から１１，０００マイルも旅をする」（キョ

クアジサシ）。

鳥の名前は、地元の呼び名を使用してもかまい

ません。46 ページと 47 ページにある、海鳥の

地元の呼び名表を参照して下さい。

応用

  もし可能でしたら、海鳥のコロニーに行ってみ

てください。行くときは、双眼鏡と識別本を持っ

ていきましょう。そしてこのアクティビティー

に含まれている海鳥チェックリストを使って、

観察結果をスケッチしたり、記録をつけたりし

てください。海鳥チェックリストは、生徒達が

鳥を観察し、識別できる特徴を記録する時の助

けになるように作られていて、鳥の大きさ、く

ちばしの形、羽の形、尾の形、営巣の場所、配色、

採食方法などが書かれています。

※翻案：米国魚類・野生生物局、「Teach About 

Geese」より
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エトピリカ アカアシミツユビカモメ
または　ミツユビカモメ

ウミバト ウミガラス

1 = 黒

2 = 白

3 = 赤

4 = オレンジ

5 = 黄色

6 = 青／緑

7 = 灰色
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ツノメドリ ウミオウム

ヒメウ キョクアジサシ

1 = 黒

2 = 白

3 = 赤

4 = オレンジ

5 = 黄色

6 = 青／緑

7 = 灰色
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鳥
の
大
き
さ

嘴
の
形

翼
の
形

尾
の
形

採
食
方
法

営
巣
場
所

鳥
の
名
前

海
鳥
識
別
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

鳥
の
大
き
さ
：

　
カ
モ
よ
り
小

　
カ
モ
サ
イ
ズ

　
カ
モ
よ
り
大

採
食
方
法
：

　
空
中
か
ら
海
表
面
へ
潜
る

　
海
面
に
浮
か
ん
で
採
食

　
水
中
へ
潜
る

　
そ
の
他

営
巣
場
所
：

　
平
坦
な
地
面

　
穴
ま
た
は
割
れ
目

　
崖
の
岩
棚

　
つ
み
か
さ
な
っ
た
岩

　
森
林

　
そ
の
他

こ
れ
ら
の
例
を
参
考
に
上
の
空
欄
に
嘴
の
形
、
翼
の
形
、
尾
の
形
に
つ
い
て
描
く

か
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
い
、
と
が
っ
た

短
い
、
つ
ま
っ
た

長
い
、
チ
ュ
ー
ブ
形
の
鼻

　
長
い
、
カ
ギ
状
の

翼
の
形
：

　
丸
形

　
角
形

　
長
い
、
と
が
っ
た

　
フ
ォ
ー
ク
形

　
ま
ん
な
か
の
羽
が
長
い

翼
の
形
：

　
短
い
、
丸
形

嘴
の
形
： も
し
よ
か
っ
た
ら
後
の
ペ
ー
ジ
に
鳥
の
全
体
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
例
を
見
な
が
ら
上
の
空
欄
に
鳥
の
大
き
さ
、
採
食
方
法
、
営
巣
場
所
の
タ
イ
プ

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
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食物連鎖カードゲーム

目的

  生徒は、海鳥を含む食物連鎖が組み立てられ

るカードゲームをすることで、海の食物連鎖と

食物網について理解を深める。

予備知識

  海での生活は（陸上もそうですが）、食べるか

食べられるかの世界です。食べられる有機体は、

被食者で、狩りをする者は捕食者です。ひとつ

の食物連鎖は、何が何を食べるか、またエネル

ギーが太陽から植物を経て動物へと移ってゆく

ことを示す、もっとも単純な道筋なのです。

  全ての食物連鎖は、太陽から始まります。植

物は太陽エネルギーを使って化学エネルギーを

作り（光合成の過程で）、それを食べ物の源と

して蓄えます。植物は自分で自分の食料を作り

出すことができるので、第一次生産者と呼ばれ

ます。海では、大部分の第一次生産者は植物プ

ランクトンと呼ばれる単細胞植物（ケイソウや

渦鞭毛藻類を含む）です。

  植物を食べる動物は第一次消費者と呼ばれま

す。海では、ほとんどの第一次消費者は動物プ

ランクトンと呼ばれる小さな動物で、それには

オキアミ、端脚類、橈脚類といった小さな甲殻

類も含まれます。第二次消費者は第一次消費者

を食べます。数種類の海鳥、主として小型ウミ

スズメ類（auklet）は、直接動物プランクトンを

食べ物とするので、第二次消費者です。多くの

魚類もまた、第二次消費者です。ウのようにこ

れらの魚類を食べ物とする海鳥は、第三次また

は第三位の消費者と呼ばれます。

  分解者はそれぞれの食物連鎖の最後に位置する

リサイクル者で、死んだ植物や動物のからだを

分解して、栄養物を連鎖システムに戻します。

  どの種類の海鳥も、数種類の食べ物（被食者）

しか食べません。ウの食物連鎖は、たぶんこう

なるでしょう。

太陽  －  植物プランクトン  －  動物プランクト

ン  －  イカナゴ（またはカラフトシシャモもし

くはタラの一種（Pollacihius）  －  ウ  －  ワシカ

モメ  －  ミミズまたはバクテリア

  ウは動物プランクトンを食べません、というの

はウには小さすぎるからです。また他の海鳥を

食べたりもしません ── しかしカモメはそうす

るのです！（カモメは魚やムール貝だけでなく、

卵や雛も食べることができるのです）。人間はハ

マグリやカニ、魚、あるいは海鳥の卵を食べる時、

海洋食物連鎖の一部になります。全ての食物連

鎖を結合させると、「食物網」になります。海洋

食物網は、「先生のための予備知識」で図解され

ています。
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材料

３～４人の生徒から成るグループのそれぞれに、

６０枚の食物連鎖カードを一組ずつ配る。（原本

を２部コピーする）

手順

１．うしろについている原本を使って、６０枚

のカードのセットを作ります。原本は、一セッ

トにつき二回ずつコピーする必要があります。厚

紙にカードを貼りつけます。もしできれば、ラミ

ネート加工してください。それぞれのグループに、

６０枚のカードすべてが入ったセットが渡るよう

に気を付けてください。

２．生徒を３～４人のグループに分けてくださ

い。それぞれのグループが６０枚のカードのセッ

トを受け取ります。親はカードを切って、ひとり

ひとりのプレイヤーと自分に５枚ずつ配ってくだ

さい。そして表（おもて）を下にして、残りのカー

ドを中央に置きます。

３．次に、親は山から一番上のカードを取ります。

親はその取ったカードか、自分の手札の中の一枚

を捨てて、捨て札の山に、表（おもて）を上にし

て置かなくてはなりません。

４．次のプレイヤーは、捨て札の山か、新しいカー

ドの山の一番上のカードを取ることができます。

そして手札をチェックして、一枚捨てなくてはな

りません。

５．もしもプレイヤーが「死のカード」（ネズミ）

を引いたら、その人は直ちに、「私のコロニーは

ネズミの襲撃を受けた」と宣言しなくてはなりま

せん。それからそのプレイヤーはそこでゲームか

ら抜けなくてはなりません。もしもゲームの最初

にネズミのカードが配られてしまった場合は、ペ

ナルティなしで、そのカードを捨てることができ

ます。

６．ゲームは、ひとりのプレイヤーが、正しい食

物連鎖を形成する５枚のカードを集めて、「食物

連鎖カードゲーム！」と言うまで続きます。それ

ぞれのカードにはその動物が何を食べるかが記入

されています。手札をチェックするときに、カー

ドに書いてある食べ物を見て、正しい食物連鎖と

なっているか確かめてください。どの食物連鎖も

必ず、太陽、第一次生産者（植物プランクトン）

一枚、第一次消費者（動物プランクトン）一枚、

第二次消費者（ニシン、スケトウダラ、ワカサギ、

イカナゴ、イカ、ウミオウム、エトロフウミスズメ、

あるいはコウミスズメなど）一枚、それから第三

次消費者（ウミガラス、ツノメドリ、ハシブトウ

ミガラス、ウ、 エトピリカ、フルマカモメ、人間、

ワシカモメ、ワタリガラス、キツネまたはハクト

ウワシなど）一枚を含んでいなくてはなりません。

このゲームで、他の海鳥を捕食する唯一の海鳥は、

ワシカモメであることを憶えておいてください。

他の場合には、海鳥が他の海鳥を食べ物とするこ

とは絶対にありません。もしひとりの生徒が勝ち

を宣言しても、食物連鎖が間違っていたら、その

生徒は２回休みになります。もしも宣言された食

物連鎖が正しいものだったら、そのプレイヤーは

最初の勝者となって、ゲームから抜けます。

７．ゲームは、グループ全員が食物連鎖を完成さ

せるまで続けられます。

８．ゲームを終わるときに、生徒に食物連鎖を結

合させて、食物網を作らせてください。

応用

１． 食物連鎖における、捕食者と被食者の関係に

ついて話し合いましょう。「もしも捕食者の数、

または被食者の数が増加あるいは減少したら何が

おこるでしょうか？」（被食者が欠乏したら、海

鳥はおそらく巣を見捨てるか、あるいは死んでし

まうかもしれません。）

２． 食物資源を求める争いについて話し合いま

しょう。「海鳥は、みんな同じ食べ物を得ようと

競争するのでしょうか？」（違います。種類が異

なれば、採食方法も異なります。水面で食べ物を

取るものもいれば、とても深いところまで潜るも

のもいます。動物プランクトンを食べるものもい

れば、いろいろな種類の魚を食べるものもいるの

です）。「食べ物に関する海鳥の競争相手は、どん

な動物ですか？」

３． 人間は海洋食物網の中にあてはめにくい動物

です。私達は海からたくさんの種類の食物を得ま

す。「どのようなやり方で、わたしたちは食べ物

のことで海鳥と争うことになるでしょう？ 私達

は他の動物とも争っていますか？」

※翻案：「湿地のアクティビティー」,Louisiana 

Department of Wildlife and Fisheries, Louisiana Sea 

Grant College Program 
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植物プランクトン

わたしは単細胞植物です。わたしは太陽から

エネルギーをもらいます。

太陽

わたしは食物連鎖の始まりです。植物（植物プ

ランクトンも含めて）は、わたしのエネルギー

を食物を作るために使います。

植物プランクトン

わたしは単細胞植物です。わたしは太陽から

エネルギーをもらいます。

太陽

わたしは食物連鎖の始まりです。植物（植物プ

ランクトンも含めて）は、わたしのエネルギー

を食物を作るために使います。

植物プランクトン

わたしは単細胞植物です。わたしは太陽から

エネルギーをもらいます。

太陽

わたしは食物連鎖の始まりです。植物（植物プ

ランクトンも含めて）は、わたしのエネルギー

を食物を作るために使います。
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スケトウダラ

わたしは動物プランクトンを食べます。

小さなスケトウダラも食べます。

ニシン

わたしは動物プランクトンを食べます。

イカ

わたしは動物プランクトンを食べます。

動物プランクトン

わたしは植物プランクトンを食べます。

動物プランクトン

わたしは植物プランクトンを食べます。

動物プランクトン

わたしは植物プランクトンを食べます。
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フルマカモメ

わたしはシシャモ、イカナゴやタラのよう

な魚を食べます。イカも食べます。

コウミスズメ

わたしは動物プランクトンを食べます。

イカナゴ

わたしは植物プランクトンと動物プランクト

ンを食べます。

エトロフウミスズメ

わたしは動物プランクトンを食べます。

ウミオウム

わたしは動物プランクトンを食べます。

シシャモ

わたしは動物プランクトンを食べます。
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ミツユビカモメ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラといった

魚を食べます。

マダラウミスズメ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラといった

魚を食べます。

エトピリカ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラといった

魚を食べます。イカや動物プランクトンも食

べます。

ウミガラス

わたしはシシャモ、タラ、イカナゴといった

魚を食べます。

ウ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラその他

の魚を食べます。

ツノメドリ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラといった魚を

食べます。イカや動物プランクトンも食べます。
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死のカード
あなたのコロニーはネズミに侵略されま

した！食物連鎖に問題が発生したので、

あなたはゲームから脱落します。

ワシカモメ

わたしはシシャモ、イカナゴ、タラを含むたく

さんの種類の魚を食べます。ほかの海鳥やその

卵も食べます（わたしも海鳥なんですけれど）。

ワタリガラス

わたしは小さなげっ歯類、動物の死骸、人間が

捨てた生ゴミ、海鳥やその卵を食べます。

ハクトウワシ

わたしは小さなげっ歯類や、海鳥を含む他の種

類の鳥を食べます。

人間

わたしはタラ、ニシンそして海鳥やその卵を含

むたくさんの海の生き物を食べます。

キツネ

わたしは小さなげっ歯類、人間が捨てた生ゴ

ミ、海鳥やその卵を食べます。

ネズミ

わたしは海鳥やその卵を含むたくさんのもの

を食べます。



 ─ 38 ─ 



 ─ 39 ─ 

生息環境おにごっこ

目的

  とても動きの多いゲームをしながら、海鳥を

含め全ての動物は、食べ物と、きれいな水と、

生き残るための隠れ場所と空間を絶対必要とす

る、ということ、そして人間が生息地と野生動

物に及ぼす影響について学びます。

背景

  全ての生物は、特定の種類と量の食べ物、水、

隠れ場所、そして空間が適当に組み合せられた

ものを必要とします。これらの必要物は生息要

件（habitat requirements）と呼ばれています。異

なる鳥や動物が異なる生息地に住むのは、彼ら

の生息要件が異なるからです。海鳥のために、

広大な海は冬の間全ての生息要件を供給してく

れます。夏の巣作りの間は、海鳥は子どもたち

を育てるために、ふつう、安全な断崖と沿岸地

域といった陸の隠れ場所を必要とします。

  この追いかけっこゲームでは、それぞれの鳥

は生き残るために生息要件を見つけださなくて

はなりません。捕食者は被食者を捕まえる（追

いかけてタッチする）ことで、食物を得ます。

生息環境に必要な物がなくなってくると、生き

残ることの出来る動物の数が制限されてきます。

これは制限因子として知られています。人間は

居住可能な生息地を、いろいろな方法で変えて

しまうことがあります。私達は食べ物や水源を

利用できなくしたり、病気や寄生虫を持ち込ん

だり、隠れ場所を破壊したり、魚を捕りすぎた

り、捕食者や被食者となる種を殺してしまった

り、あるいはキツネやネズミといった新しい捕

食者を連れてきたり（偶発的に、あるいは意図

的に）することがあるのです。

  アラスカの海鳥にとって最大の脅威は重油で

はありません。それは海鳥が営巣している島に

ネズミが逃げ込むことなのです。ネズミはもと

もとアラスカには住んでいませんでしたので、

海鳥はこの恐ろしく破壊的な捕食者から身を守

る術を持っていません。ネズミはちょっと立ち

寄っただけの船や遊覧船、あるいは座礁した船

舶から逃げ出してきたことがありました。その

小さな身体と敏捷性で、海鳥が巣を作るところ

ならどこでも入り込めるので、海鳥のコロニー

を全滅させてしまうことができます。数箇所の

コロニーは、１９３０年代以前に、キツネを罠

に掛けて毛皮を取ることで金儲けをしようと考

えた人間たちが、海鳥の島にキツネを――これ

はネズミとはまた別な、もともといなかった捕

食者ですが――放してから、今なお全く繁殖し

ないままです。
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  多くの昔からある社会では、必要な資源がいつ

も手に入るようにするために、儀式やしきたり、

世俗を受け入れました。今日では、生息地の破壊

や野生動物の乱獲を防ぐために、生息地保護法が

あり、狩りや釣りの規制、捕食者管理計画が行わ

れています。私たちにとっての生息要件のひとつ

は、野生動物が繁栄しつづけるのを見ることなの

ですから。

材料

・「食べ物」と「水」と書いてあるカード（一生

徒あたり一枚と、余分を少し）

・隠れ場所／巣づくりの土地（床に貼ったテープ

のＸ印、または四角いカーペットか紙皿）

・オプション：競技者を区別するためのタグかベ

スト

手順

１．  「食べ物」と書かれたカードを部屋または庭

の一方に置き、「水」と書かれたカードをもう一

方に置きます。巣作りの場所の印をいくつか、ゲ

ームをする場所に散らばるように配置します。そ

れは生徒が立つ隠れ場所（巣作りの場所）となり

ます。そのうちのいくつかに、「捕食者の隠れ家」

と書いておきます。

２．どんな動物でも（鳥や魚も含めて）、生き残

るためには、食料、水、そしてすみか（隠れるた

めの場所）を必要とすることを説明します。ゲー

ムの目的は、食料と水のカードを手に入れて、捕

食者につかまる前に隠れ場所にたどり着くこと

です。捕食者は、被食者を追いかけてタッチす

ることで、食料を手に入れます。捕食者は、水の

カードを手に入れ、被食者にタッチしてから隠れ

家に戻らなくてはなりません。ひとつの土地には

一度にひとりしか立つことはできません。もしも

被食者が食料か水を持っていない場合は、その人

は１０数える間しか、隠れ場所に立っていること

はできません。もし被食者が水も食べ物も持って

いたら、その人は一枚のカード（食料か水のどち

らか）しか持っていない、のどが渇いたあるいは

腹ぺこの食べ物となる動物になっている人をどけ

て、かわりに隠れ場所に立つことができます。捕

食者は、被食者役の人が、隠れ場所に立っている

時には、タッチすることはできません。

３． 捕食者になる生徒を数人選びます。残りは被

食者となります。捕食者／被食者の組み合わせと

しては、キツネ／ミツユビカモメや、ツノメド

リ／タラなどが考えられます。食べ物となる動

物が部屋または庭の一方に、そして捕食者がも

う一方にいる状態で始めます。「始め」と言っ

たら、３～５分間ゲームをしてください。

４． 一回目のゲームが終わったら、アクティビ

ティーをやめて、なにが起こったのか話し合い

ましょう。海鳥にとっては、特に冬期間におい

ては、広い大洋が「隠れ場所」の役目をしてく

れることを説明します。食べ物、水、そして隠

れ家を手に入れた被食者は生き残りました。生

き残れなかった被食者は捕食者になります。捕

食者だった生徒は、今度は被食者になります。

５． 条件をいろいろ変えて、何度もやってみま

しょう。隠れ場所と隠れ場所の間の距離を変え

てもいいですし、食べ物と水のカードの数や、

プレイヤーの数を制限してみてもいいし、捕食

者と被食者の比率を変えてみるのもいいでしょ

う。生徒たちは、生息環境を構成するものの組

み合わせの重要性や、資源の枯渇（食料、水や

隠れ家）が、生き残れる動物の数を制限してし

まうことを学ぶでしょう（制限因子）。

６． 生徒たちが捕食者の数や、食べ物、水、そ

して隠れ家のカードの数を変えてゲームをした

ら、新しい捕食者 － キツネやネズミによって

代表される「スーパー捕食者」－ を入れてみ

ましょう。ネズミは獲物が隠れ家の印のところ

にいても捕らえることができ、その数も、好き

なだけたくさん捕まえることができます。また

彼らは捕食者も捕らえることが出来ます。ネズ

ミに捕まった人は、ゲームから抜けます。獲物

が無くなったらゲームは終了です。ネズミ（ま

たは他の「スーパー捕食者」）が海鳥のコロニ

ーにやって来てから何が起こったでしょうか？

いったいどうしたら、ネズミがコロニーにたど

り着くのを防げるでしょうか？（「やってみよ

う！」を見て、皆さんの地域で、生徒に自分た

ちの計画を実行させてみてください）。

応用

  新しいやり方として人間を入れてみましょ

う。人間は捕食者も被食者も捕らえることが出

来、望むだけ多くの獲物を捕らえることができ

ます。人間に捕まった人は、ゲームから抜けま

す。獲物が無くなればゲームは終了です。人間
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が捕食者や被食者を取りすぎると、どのような事

が起きますか？ほかにどのようなやり方で人間は

海鳥のコロニーに害を与えるでしょうか？（油流

出、プラスチックのゴミやその他の公害、魚の乱

獲など）。生徒たちに、人間がいてもゲームを続

けていけるようにするにはどうすればよかったの

か聞いてみましょう。彼らは新しいルールを作る

かもしれません、たぶん捕らえられる捕食者や被

食者の数を制限することになるでしょう。また人

間役の人がゲームをする時間を、おそらく一回に

３０秒くらいに制限するかもしれません。つまり

これは、生息地保護法を作ることや、狩りや釣り

の規制、捕獲量の制限を模擬的にやってみている

のと同じなのです。これらの規則は、人間が生

息地を破壊しすぎないよう、動物を捕獲しすぎ

ないように考えられています。伝統文化もまた、

野生生物資源を保護するために規則を作り、そ

れを守ってきています。例えば、海鳥が子孫を

絶やすことのないよう、卵を集めるのは子育て

の季節の始めだけにすることなど。あなたの地

域にはこのようなルールがありますか？ どのよ

うなルールが海鳥を守ることになりますか？

翻 案：Alaska Wildl ife Week 1983,  Alaska 

Department of Fish and Game
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崖を作ってみよう

目的

  海鳥とその巣づくりの習性に関する知識を活用

して、海鳥のコロニーの模型を作ります。

準備

  海鳥になったつもりで考えてみましょう。皆さ

んだったら卵を孵すのに、どの場所を選びます

か？この工作アクティビティーは、実際に海鳥

のコロニーを教室で作ってみることで、コロニー

についての概念を、触覚による学習体験に変え

るのです。この室内アクティビティーは、数日

かけてやることになるかもしれません。生徒の

中には、海鳥の住む断崖を、写真でしか知らな

い者がいるでしょう。しかし、海岸沿いに住ん

でいる多くのアラスカの生徒は、近所に海鳥の

集落があるかもしれません。崖を作ることは、

この特製の場所に、一ダースもの異なる種類の

海鳥が一緒に住むように配置して、その生活が

両方の生徒に身近に見られるようにすることで

す。

  海鳥のコロニーは複雑で、活発に変動していま

す。それぞれの種は、集落において特定の場所

を占めています。コロニーの中でどこに巣を作っ

ているかで、鳥を識別することができますし、

またその鳥の生活の仕方について、重要な事実

がわかるのです。「先生のための予備知識」の

章や、赤い小冊子「アラスカ海鳥ガイド」には、

海鳥群集がその「まわりのもの」すべてと一緒

に図解されています。同梱されているポスター

にも、コロニーの配置が図式化されています。

  海鳥の中には、卵が安全で暖かくいられるよ

うに巣を作るものもいます。ミツユビカモメや

ウは小枝や、草、泥などで巣を作ります。しか

しカモメの仲間やウミガラスのような海鳥は、

むきだしの地面に直接卵を産むものもいます。

その他の海鳥は、土穴（エトピリカ）や岩の割

れ目（ウミバト、ツノメドリ、ウミスズメ）に

卵を産むために崖の内部へと行きます。コロニー

の模型を作る時には、おのおのの種類の特徴が

明確になるように巣の場所を作りあげるよう、

特別な注意を払ってください。

  海鳥には、毎年数羽のひなを育てることがで

きる種類もいます。カモメ類やウ類はしばしば

３個の卵を産みます。しかし多くの海鳥は一年

にたった一個しか卵を産みません－－例えばウ

ミガラス、ツノメドリ、ウトウ（auklet）などで
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す（時々ウミガラスは、人間や捕食者に産んだば

かりの卵を奪われると、もう一個卵を産むことが

ありますが）。海鳥はこのように小家族ですから、

毎年生まれてくる子供たちの大部分が確実に育つ

よう、私たちが海鳥を助けるためにできるだけの

ことをすることは、とても重要な意味を持つので

す。「やってみよう！」というアクティビティー

を見てください。

材料

・ 模造紙

・ 絵具

・ マーカー

・ のり

・ ひも

・ 紙と小麦粉を水でこねたもの

・ 「アラスカ海鳥ガイド」、「海鳥図鑑」などの、「先

生のための予備知識」に出てきた参考資料

手順

１． グループになって海鳥のコロニーの写真を見

ます。個々のコロニーの特徴を調べてください。

どの種類の海鳥が何処に巣を作っていますか？コ

ロニーにおける区分けはどんな風になっています

か？

２．グループになった子供達に、ツノメドリ、ウ

ミガラス、ミツユビカモメといった個別の種類の

海鳥について調べさせ、模型を作らせます。生徒

達と一緒に、崖の構造をどのようにするか計画

を立ててください。役に立ちそうな材料として、

魚網、金網、椅子、机、模造紙、紙と小麦粉を

水でこねたものなどを使うとよいでしょう。崖

が立体的になるような計画を立てるようにさせ

てください。崖を支える構造を作るのには、何

らかの手助けが必要かも知れません。子どもた

ちに、鳥の模型や紙の切り抜きを組み立てさせ

てください。実際の鳥のコロニーそっくりにす

るために、十分な数の鳥を作るように指導して

ください。

応用

１． 実際のコロニーを訪れてみて、その特徴で、

自分たちの模型にはないものについて話し合い

ましょう。臭いや、騒音や、糞は明らかにそ

うでしょう。これらの特徴のうちのどれであれ

ば教室の模型の中に無理なく取り入れられるで

しょうか？この見学の時にコロニーの騒音を録

音することができますか？ 種類間の巣作りの習

性の違いをノートに記入してください。どの種

類がどの場所に巣を作りますか？ そこに作る理

由は？

２． アラスカで見出された数種類の特別な海鳥

は、崖では見られません。どの鳥か調べて、彼

らの特別な巣づくりの習性を学びましょう。

３． Alaska Maritime National Wildlife Refuge で借り

られるビデオ、Chain of Life を観てみましょう。
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キツネとミツユビカモメ

目的

  双方向性の高い、「旗取り」型のゲームを通して、

海鳥社会の捕食者対被食者の関係や、個体群の

拡大と限界、コロニーを作ることの有用性に関

する理解を深めるでしょう。

予備知識

  海鳥は海にいる間、自分が食べるため、または

雛に持ち帰るために被食者（小魚や他の小さい

海洋生物）を探す捕食者です。しかし陸にやっ

てくると捕食者ではなくなり、キツネやネズミ

のような陸の動物たちや、タカ、トウゾクカモメ、

ワタリガラス、ワシや数種のカモメといったよ

うな他の鳥を狩る鳥たちの格好の獲物となるの

です。

  海鳥はどうすれば自分自身を守れるのでしょう

か？ ひとつの適応は、何千羽もの他の海鳥と一

緒に、大きな群れで巣作りすることです。そう

するとお腹を空かせた捕食者は、あなたの巣に

たどり着くずっと前に、食べたいだけ食べてし

まうでしょうから。また近隣の鳥たちが一斉に

警報を発するので、捕食者はコロニーにこっそ

り侵入して、すきを見て獲物を捕らえることが

できなくなります。ミツユビカモメやカモメの

場合は、急降下して体当たりしたり、モビング

したりして、捕食者に襲いかかろうとすらする

でしょう。

  もう一つの適応は隠れることです。いく種類

かの海鳥は、土の中の穴や、岩の割れ目などに

巣を作ります。またたいていの捕食者が近づけ

ない、ほとんど垂直に近いような険しい断崖を、

巣作りの場所に選ぶ海鳥もいます。しかしなが

らネズミはほとんどあらゆる場所に行くことが

できますし、キツネもまたほとんど行けない場

所がありません。このことが彼らを海鳥にとっ

て最も恐るべき捕食者としているのです。

材料

・ 海鳥の卵（しわくちゃにした新聞紙、柔らか

いスポンジやゴムでできたボール、または布を

裂いたもの）生徒ひとりにつき一つ

・ 捕食者に印をつけるための二色の布きれ、一

色につきだいたい１０枚くらいずつ用意します。

ひとつの色（例えば赤）は子どもの捕食者に、

もうひとつの色（青など）は大人の捕食者につ

けます。

手順

１． 体育館または多目的ルームでゲームを行い
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ます。このアクティビティーのために、地元の海

鳥（例えばミツユビカモメなど）と地元での海鳥

の捕食者（キツネなど）を代表として選びます。

始めに、全部の生徒はミツユビカモメ（あるいは

他の選んだ海鳥）になります。おのおのの生徒に

卵をひとつずつ分配します。あなた（インストラ

クター）は成長したキツネ（あるいは他の地元の

捕食者）になります。部屋の中の１箇所にキツネ

の印となるものを置いて、キツネの巣とします。

２． ゲームの目的を説明します。一回のゲームは

二分間で、終わった時にミツユビカモメがキツネ

より多くの卵を持っていれば、ミツユビカモメの

勝ちです。ミツユビカモメは好きな場所で卵を産

むことができますが、一度産んだ卵は、動かすこ

とはできません。キツネは保護されていない卵を

取る事が出来ます。またキツネは、タッチすれば

ミツユビカモメを捕まえる事も出来ます。ミツユ

ビカモメは、一度キツネにタッチされたら、進ん

でキツネと一緒にキツネの巣に行かなくてはいけ

ません。キツネは、ミツユビカモメを自分の巣に

連れていってからでなくては、海鳥の営巣場所へ

卵を捕りに戻れません。捕獲されたミツユビカモ

メは子どものキツネとなり、赤いスカーフをつけ

ます。子どものキツネは抱卵していない卵しか取

ることが出来ません（ミツユビカモメを捕まえる

ことはできません）。４個卵を取ったら、子ども

のキツネは大人のキツネになり、青いスカーフを

つけます。そうなったら、ミツユビカモメを捕ら

えることが出来るのです。

３． ミツユビカモメが防御する方法は限られてい

ます。４羽以上のミツユビカモメが手をつないで

キツネを取り囲めば、キツネは一度巣に戻ってか

らでなくては再び狩りに出かけることができませ

ん。キツネは、手をつないでいるミツユビカモメ

の数が、４羽より少なくならなければタッチでき

ません。その場合でも、キツネが一回に捕らえら

れるミツユビカモメは１羽だけです。

４． 腕を遠くまで伸ばして、体育館じゅうが巣作

りの場所であることを示しながら、ミツユビカモ

メに卵を産む場所を探すように言って、ゲームを

始めてください。

５． 最初の回が終わったら、何個の卵がキツネに

取られたか、そして何羽のミツユビカモメが生き

残ったかを数えます。（もしミツユビカモメの巣

が離れた場所に散在していたら、おそらくほと

んどのミツユビカモメや卵が、簡単に捕らえら

れてしまっているでしょう）。　結果について話

しあってください。キツネにとってミツユビカ

モメや卵を捕ることは簡単でしたか？ それはな

ぜですか？ ミツユビカモメはどのようにしたら

もっとよく自分自身を守れたと思いますか？ 生

徒が、例えばコロニーで密集して一緒に巣を作

るとか、 防御と安全のための策を考え出すよう

に励ましてください。

６． 次の回では、ミツユビカモメがコロニーの

中で一緒に巣作りするようにさせてください。

その回が終わったら、一回目と二回目との違い

を話し合ってください。一回目より多くのミツ

ユビカモメと卵が生き残れたでしょうか？海鳥

における、実際のコロニーでの営巣を例にとっ

て話し合ってください。他にどんな巣作りの習

性が、海鳥を捕食者から守っているでしょうか？

（険しい崖や、島や、深い穴の中に巣を作ること

など）。キツネの個体数の増加の限界はどこだっ

たでしょうか？

応用

１． 海鳥のコロニーまで遠出した時に、捕食者

や、彼らの形跡を探しましょう（糞、巣穴の場所、

壊れた卵のかけら、海鳥の羽や羽毛など）。

２． 海鳥のコロニーでは、数日か数週間の期間、

捕食率の調査をするよう指導してください。コ

ロニーのまわりや崖に沿って、１００フィート

くらいの間隔で杭を使って印をつけ、区分けし

ます。規則的に（毎日もしくは一週間に一度）、

自分の調査区域で見つかった壊れた卵の殻をす

べて集めます。もしコロニーの近くに、捕食者

が長期間過ごしていたと思われる場所（ワタリ

ガラスやカモメのねぐらや、キツネの巣穴といっ

た）を見つけたら、その場所も調査区域に入

れます。卵の殻の数を数えて記録し、必要なら

大きさや色で分類します。あなたの区域に卵の

殻を残していった捕食者のタイプがわかります

か？例えばキツネの糞、カモメが吐き出した食

べ物の残骸、ワタリガラスの羽といった手掛か

りを探してみましょう。調査期間中、集められ

た卵の数に大きな変化はありましたか？　それ

はなぜですか？ 
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ウミガラスの卵リレー

目的

  ウミガラスの営巣習性や、彼らの卵の特異性

について学び、また海鳥が子育てで直面する困

難を経験します。アクティビティーは２つの部

分からできています。張り子の卵を作ること、

そしてリレー・ゲームをやってみることです。

予備知識

　ウミガラスと呼ばれる海鳥たちは、“大胆不

敵さ”と“物理学”の研究生でなくてはなりま

せん。“大胆不敵さ”というのは、彼らはたっ

たひとつの卵を開けっ放しの岩棚（あるいはも

しこの島に哺乳類の捕食者がいなければ、むき

出しの地面）の上に産み、巣を作らないからで

す。卵はあの形でなかったら、岩棚を転がり、

崖から落ちているかもしれません。そこで、“物

理学”です。彼らの大きな卵は、一方が細くなり、

他方が広がって洋ナシのような形をしているの

です。この形のおかげで卵は小さな円を描いて

転がり、岩棚から落ちないですむのです。

　ウミガラスは脚の上に卵をのせて、お腹側の

ほうでは羽毛と皮膚でそっと卵を包んで温めま

す。片方の親が沖で食べ物をとっているあいだ、

もう片方の親が岩棚に座って卵を抱いていま

す。ときどき親は、慎重に卵を相手に渡して役

割を交代します。

　ウミガラスの卵の色は、薄い青緑色から暗い

ターコイズ色までさまざまで、黒い斑点を伴っ

ています。この色は空からやって来る捕食者が

崖を見下ろしたときに、親が留守でガードされ

ていない卵をカモフラージュするのに役立ちま

す。斑点のパターンは卵によって違うので、大

人が自分の卵を認識するのに役立っているもの

と思われます。

材料

・ 張り子の卵を作るために必要なもの

‐‐小さい水風船、各生徒１個ずつ

‐‐細かくちぎった新聞紙

‐‐小麦粉と水

‐‐いくつかのボウル

‐‐青、緑、黒の絵具 

‐‐絵具筆

・ クラッカー菓子

・ 紙皿、生徒二人につき１枚

手順

  このアクティビティーは二つの部分に分かれ

ていて、何日かにわたって行います。
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パート１：紙と小麦粉を水でこねてウミガラスの

卵を作る

１． だいたい大きな洋梨くらいの大きさに水風船

を膨らませ、縛っておきます。ボウルの中で小麦

粉と水を混ぜてペースト状にします。ちぎった新

聞紙をペーストの中に浸します。余分なペースト

を指で取り除きながら、新聞紙を風船に貼り付け

ます。風船が完全に覆われるまで続けてください。

二層か三層に紙を貼り重ねます。それから乾くま

で２、３日放っておいてください。

２． 卵が乾いたら、色を塗ります。下地に塗るた

めに、青と緑を混ぜてターコイズ色を作ってくだ

さい。その上に黒い斑点をつけたら、絵具を乾か

すために、１、２日放っておきます。卵を作って

いる間、ウミガラスの卵のユニークな形や色彩に

ついて話し合ってください。生徒たちにテーブル

の端から自分たちの卵を転がしてみるように言い

ましょう。

パート２：リレーゲーム

１．体育館や広い部屋で、グループをふたりずつ

組にします。それぞれの組が「ウミガラス」のつ

がいになり、卵を１個持ちます。

２．「ウミガラス」たちを部屋の一方に一列に並

ばせます。部屋のこちら側は崖の岩棚になります。

部屋の反対側に、６枚のクラッカー菓子をのせた

紙皿をおきます。１組につき１枚の皿が当たるよ

うにします。ここは海鳥が食べ物をとる沖の海に

なります。

３．各組のひとりが自分の足の上に卵を載せて

ゲームを始めます。卵が冷たい床に触れてはいけ

ないこと、だから足の間ではなく足の上に載せな

くてはならないことを強調してください。

４．「始め！」という合図があったら、もうひと

りは「採食場所」へ走り、自分の組の皿から魚（ク

ラッカー）をひとつ取って食べ、崖に戻ります。

５．戻ったら役割を交代するのですが、手を使

わないで慎重に卵を足から足へ渡さなくてはなり

ません。一旦卵が安全に相手の足の上におさまっ

たら、食べ物をとってくる役は今度は魚をとりに

「海」へ行きます。食べ物がなくなるまでゲーム

を続けてください。

６．次の回では、同じようにゲームをするのです

が、今度はふたりの生徒に「ネズミ」（あるいは

ワタリガラスやキツネのような他の捕食者）に

なってもらいます。ネズミは崖を走りまわり、無

防備の卵を探します。ウミガラスの足の上から転

がり落ちてしまった卵があったら、ネズミはそれ

を取ってもいいのです。ネズミは卵をつかむため

に手を使うことができますが、ウミガラスの足の

上から卵を盗み取ることはできません。ウミガラ

スは卵を足の上にのせておき、冷たい地面におく

ことのないようにしなくてはなりません。ウミガ

ラスのつがいは卵を取られてしまったら、ゲーム

から抜けます。

７．ネズミの数を変えながら、何度かやってみま

しょう。

８．最後の回では、低空飛行をする航空機がコロ

ニーに及ぼす影響を見てみましょう。誰かに飛行

機になってもらい、崖の上を低くうなりながら飛

び回ります。飛行機が鳥のそばを通り過ぎると、

全部のウミガラスが驚いて崖から飛び降り、卵

を無防備な状態で残したまま海へと飛んで逃げま

す。ウミガラスは部屋の離れた壁にタッチしてか

ら崖の岩棚へ戻らなくてはなりません。ネズミは

ウミガラスが崖の岩棚の上に戻ってくる前に、で

きるだけ多くの卵を集めるようにします。いくつ

卵が残ったでしょうか？　これが営巣シーズンの

間に繰り返し起こったらどうなるか話し合ってく

ださい。

応用

１．自分の作ったウミガラスの卵のカムフラー

ジュが、グラウンド（運動場）でどれくらいうま

くいくか試してみてください。全部の卵をグラウ

ンドのわかりやすいところに隠してください。生

徒たちにワタリガラスやネズミやキツネなどの捕

食者になってもらい、３分以内にできるだけ多く

の卵を集めます。

２．全部の卵を「岩棚」（または床の上）に一緒

に置きます。生徒たちに、その中から自分の卵を

探させてください。

３．海鳥のコロニーへ出かけていった時に、ウ

ミガラスの観察をしましょう。卵を探したり、卵

を抱いている鳥や雛を育てている鳥がわかるか見

てみたりしてください。ポスターにはウミガラス

が雛に食べ物をあげているようすが描かれていま

す。
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地元の人々にインタビューをしてみよう

目的

  自分の地元に住む人々から、代々伝わってい

る知識や物語で海鳥や野生動物や環境に関係の

あるものを聞いて、例を挙げることができます。

予備知識

　あなたの地域社会には、代々伝わってきた、

あるいはおそらく有史以前にさかのぼる、海鳥

に関する知識（あるいは沿岸環境や海に関係の

あること）を持っている人がいます。このセッ

トにあるほかのアクティビティーをしていると、

学校の外にいるお年寄りや大人にしか答えられ

ないような疑問がわいてくるかもしれません。

このアクティビティーは、あなたの地域に伝わっ

てきた自然遺産への道を開き、別のレベルで情

報を共有することを促すことができます。

　白人優勢の社会での、新聞雑誌記者流のイン

タビュー技術とは、知識を得ることに対する白

人文化の理想から生まれ出でたものです。「いつ」

「どこで」「誰が」「何を」「どうした」といった

鋭く直接的な質問が、詳細な答えを引き出すた

めの道具なのです。

　多くの先住民族の社会では、こういった直接

的な質問は、攻撃的か、少なくともでしゃばり

だと思われるでしょう。これらの社会の文化に

は、頑固な伝統があります。彼らの学び方は細

かい質問をすることではなく、観察や、指導に

よる訓練や、物語に基づいています。先住民の

生徒にとって、インタビューの成果は、いかに

西洋の技術を使わず、地域社会で伝統的に重ん

じられてきた質問の形を適用することができる

かという自分たちの能力にかかっているかもし

れません。

材料

・ ノートをとるための紙や、（または）テープレ

コーダーとテープ

・ 野生動物に影響のある、その地域の法律と規

制に関する情報

手順

１．野生動物、できれば海鳥が登場する地元の

話題を取り上げて話し合いを始めます。この話

題について地域社会では異なる見方があります

か？生徒が興味を持つような話題が他にありま

せんか？それらを箇条書きにしてください。
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２．西洋のインタビュー技術を教えます。大きな

模造紙を縦三つに分け、一番左の欄に、「いつ」「ど

こで」「誰が」「何を」「どうした」という６つの

基本的な質問を書きます。そしてこの欄の題名を

「ジャーナリストの質問」とします。上に書いた

地元の話題のうちからひとつを選んで、具体的な

質問を考えます。真ん中の欄にこれらの質問を箇

条書きにしてください。

３．生徒に、彼らがテープレコーダーを持ってやっ

てきてこれらの直接的な質問をすると、彼らの祖

母や叔母はどんな反応を示すと思うか尋ねてみて

ください。この話し合いのポイントは、子供が大

人に直接的な質問をすることに対する地域社会の

考え方について、生徒の間で意見の一致が見られ

るかどうかということです。話し合いを助けるた

めに、こんな質問をしてみてもよいでしょう。「（地

域で指導者的立場にいる、若い大人の名前をあげ

て）○○さんは、こういう質問に気持ちよく答え

てくれるでしょうか？」「年上の人々にお話をし

てもらうのに、一番よい方法は何でしょうか？」

「あなたがお年寄りのお話に興味を持って耳を傾

けているということを表したい時の、ていねいな

やり方は？」「もしまだ自分のもとめている 、ま

たは必要としている情報が手に入らなかったと

き、あなたのために情報をさがしてくれる人（仲

介者）はいますか？」それから、生徒の返答を右

端の欄にまとめます。どちらのやり方も、情報を

得る上では有効であることを明確に述べておきま

す。生徒たちの最終的な目標は、状況に合わせて

どちらの方法も使えるようになることです。

４．実際に地域社会に出かけてゆく前に、練習の

ために、生徒にこれまでに作った質問を使ってお

互いに「インタビュー」をさせてみてください。

自分たちの答えたことをメモするか、テープに録

音させましょう。そうすればあとで地域の人々が

答えてくれた内容と比較できますから。

５．次に生徒に向かって、一人でもグループで

もかまわないから、昔からのその地域に住んでい

る人に少なくともひとりはインタビューするよう

に言ってください。生徒はメモを取ったり、テー

プに録音したりする準備をしていなくてはなりま

せん。相手の話が多少本題からはずれても、時間

をとってすべて聞くように指導しましょう。失礼

ですし、少し横道にそれた話題もおもしろく、ま

たどこかで関連していることを認識させておきま

しょう。

６．インタビューの結果をまとめます。これは

時間のかかる作業になるかもしれません。イン

タビューを書き直し、分析し、要約して、話し

合わなくてはならないからです。もっと時間の

かからないやり方もあります。それぞれのグルー

プが自分たちのインタビューの結果を、１ペー

ジのきめられた形式にまとめます。それから数

人の志願者が、全員が発見したことをさらにま

とめていくのです。

７．発見したことについて話し合いましょう。

どういう点で人々の見方が違っていたか、そし

てその要因は何なのかについても。

応用

１．海鳥や野生動物、あるいは他の天然資源に

関係のある、または影響のある事柄で、地域で

論争が起こっている問題を確認します。実際に

起きていることを見つけ出しましょう。論点は

何でしょうか？それはどのように発展しました

か？どんな意見や情報が出てきていますか？ど

のような解決策が考えられるでしょうか？

２．このアクティビティーを、自分が１００年

か２００年前の社会に住んでいるとして始めて

ください。どんな動物を見ていましたか？どの

ような生活をしていましたか？一日一日は、一

週間は、季節の移り変わりは？その時代の自分

をイメージしたあと、その時代に生きていたと

したら、天然資源や環境に対する自分の意見は

どうなるだろうか、ということについて話し合っ

てください。現在と違っているかもしれない？

だとしたらどのように？

３．自分の地域にいる鳥の名前を、地元の先住

民の呼び名に翻訳してみてください。次ページ

にある海鳥の名前表の空欄を、地元の方言を使っ

た呼び名を記入するのに使ってください。

４．生徒のインタビューや、（あるいは）生徒

が作った海鳥に関する作品を載せた、クラスの

ニュース雑誌を作ってみましょう。

翻 案：Teach About Geese, U.S. Fish and Wildlife 

Service.
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乾かないツノメドリ

目的

  次のことができるようになること。１）油も

れがどのような道筋で海鳥に対して不利益をも

たらすことになるかを認識する。２）人間が産

出した汚染物質が、野生動物、人々、そして環

境に与える悪影響で考えられることを描写する。

予備知識

  環境汚染の影響は、しばしば目に見えにくい

ものです。しかしながら大量の油流出が野生動

物、特に海鳥に対して大きな影響があることは、

見ただけで劇的なほど明らかです。このアクティ

ビティーには、海鳥の羽に対するダメージ、油

が卵にしみ込んだ時に汚染されることによって

胚が死んでしまうこと、油にまみれた食物や水

を摂取することによる死といった例が含まれて

います。

  人々は油の流出を防いだり、また実際に重油

漏れが起きてしまった場合に、「除去」する努力

をします。これらの行動は善意でしていること

なのですが、時には油汚染と同じような結果を

生じることがあります。例えば、漏れ出した油

にまみれてしまった鳥たちの羽を洗剤を使って

きれいにする、その方法によっては、鳥の羽の

構造と配列をだめにしてしまうことがあるので

す。そうなると羽は十分に防水することができ

なくなります。鳥たちはストレスからより病気に

なりやすくなり、ひどく弱って、食べ物をさがし

たり羽の手入れをしたりすることができなくなっ

てしまうこともあります。明らかに、鳥たちの食

べ物や水の源もまた油に汚染されているのでしょ

う。

  油流出は、野生生物や人、そして環境に対して、

短期的にも長期的にも不利益をもたらす可能性の

ある何種類もの汚染物質の中の、たった一つの例

にすぎません。食物連鎖に対するＤＤＴの強い影

響はよく知られています。それは、ハクトウワ

シやその他の鳥たちの卵の殻を薄くしてしまいま

す。マダラウミスズメの営巣場所での伐採のよう

に生息地を破壊してしまうことは、種の存在を脅

かす汚染物質と同類だと考えられます。

  このアクティビティーの大きな目的は、生徒が、

人間が産み出した汚染物が海鳥に対してどんな影

響を与える可能性があるか、そのうちのいくつか

を検証することです。

材料

・食用油

・バットのような浅い容器、３－４人のグループ

ひとつに対し一個
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・小さなボウル、１グループに一個

・スポイト

・虫眼鏡、１グループに最低一個

・羽根、１グループに最低一枚

・食器用液体洗剤、またはその他の液体洗剤

・固ゆで卵、１グループに一個

手順

１．生徒を３つか４つのグループに分けます。水

をいれたバットをそれぞれのグループに配りま

す。バットの大きさによって前もって量を考えて

おいた油を容器にスポイトで加えます。水と油の

相互作用を観察しましょう。油で覆われてしまっ

た面積を測ります。この結果を使って、次のよう

な場合の油漏れがどのくらいの範囲に広がるか見

積もってみましょう。

１）8,000 ガロンを積んだタンクローリー

２）300,000 ガロン積んだ船

３）83,000,000 ガロン積んだ超大型油送船

※ 1ガロンは約 3.8 リットル

 必要とする換算比率

　７６滴 ＝ 茶さじ１杯

　茶さじ７６８杯 ＝ １ガロン

　１２９６ 平方インチ ＝ １平方ヤード

　４８４０ 平方ヤード ＝ １エーカー

　６４０エーカー ＝ １平方マイル

他のグループと見積もりについて話し合い、比較

してみましょう。見積もりをグラフにして、平均

値を計算しましょう。

２．小さな容器に、固ゆで卵３個が隠れるだけの

油を入れます。卵を入れます。十分な照明の下に

置いてじっと観察しましょう。５分たったら、１

つの卵を取り出して、殻をむく前、殻をむいてい

る間、そしてむき終わったあとの状態をよく調べ

てみます。殻をむき始める前に外側についている

余分な油をふき取るようにします。１５分たった

ら２個目の卵を取り出し、３０分後に３個目を取

り出します。同じ手順でそれぞれの卵を注意深く

調べましょう。観察結果について話し合います。

水の近くに巣作りをしている鳥の卵に、油はどん

な影響があるでしょうか？

３．虫眼鏡を使って、羽根を調べてみましょう。

見たことをスケッチします。羽根を水の中に１

分間か２分間浸してから、もう一度虫眼鏡でよ

く調べてみます。スケッチして、最初の観察結

果と比較してみます。次に油の中に羽根を１分

間か２分間入れておいてから、虫眼鏡で観察し、

スケッチし、他のスケッチと比較しましょう。

羽根を洗剤で洗い、水ですすいで乾かします。

虫眼鏡で調べ、スケッチし、前のスケッチと比

較します。油に入れた後とその後洗剤で洗った

後の羽根の変化について話し合いましょう。普

通の鳥の行動に、これらの変化はどう影響する

と考えられますか？

４．油流出から、他に鳥に起きると考えられる

ことについて話し合います。他の野生動物種や

人間、そして環境に対してどのような影響が考

えられるか議論してみましょう。どのような代

償が必要とされているでしょうか。他の野生動

物についてもそうですが、油をとるか鳥をとる

か、私たちは決めなくてはならないのでしょう

か？ 代案はありますか？ 他に野生生物や人間、

環境に対して悪い影響のある、人間が作った汚

染物質の例はありますか？これらに対してどん

なことが現在なされているか、またはすること

ができるでしょうか。

５．生徒一人一人に、実験で発見したことをレ

ポートにまとめさせてみるのもいいでしょう。

応用

１．いろいろな種類の油 ── 食用油、車のオイ

ル、ベビーオイルなど ── を使って、結果を比

較してみます。これらの油が、適切に処分され

るように指導してください。

２．他の汚染物質を使って、もしあるとすれば

どのような影響が卵や羽に対して起こるか見る

ことができます。しかしこの実験には注意が必

要です：通常使用されていない危険物質は使っ

てはいけません。

翻案：プロジェクト　ワイルド ,  Western  

Regional  Environmental  Education  Council.
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おなかがすいた！

目的

　生徒たちは、海鳥や他の野生生物が、どれほ

ど簡単にプラスチックを食べ物と間違えてしま

うかを学ぶとともに、食物資源が集中したり隣

接していることが、どれだけ採食の成功と関係

しているのかを学びます。

予備知識

  海岸で見たことのあるパック材料やプラス

ティックのごみの種類の豊富さを考えてみてく

ださい。食べ物の容器、使い捨てのカップや保

冷容器、６本詰め容器のリング、釣り糸やコル

クなど。これらのものは無神経に海に投げ入れ

られたり、海岸近くのゴミ捨て場から飛んでき

たりした時、海洋生物にとっては危険物となっ

てしまうのです。

  プラスティックは最終的には小さなかけらと

なり、魚や他の食べ物となる動物と同じ潮の

流れに乗って集まってきます。その食べ物とな

る動物の集まりの中で食べ物を探している海鳥

は、食べ物と間違えてプラスティックのゴミを

飲み込んでしまうかもしれません。なぜなら彼

らは、魚の群れや動物性プランクトンの大群が

遠くへ行ってしまう前に、できるだけたくさん

捕まえようと殺到するからです。海鳥はプラス

ティックを消化することができないため、それ

は彼らの胃の中に蓄積し、本物の食べ物の入る

べき場所を占領してしまいます。鳥はゆっくり

と餓死していきます。

  海鳥はまた、釣り糸や網、もしくは６本詰め

容器のプラスティックリングにからまって餓死

することもあります。彼らはこのようなゴミか

ら逃れるすべを持たないのです。釣り糸や６本

詰め容器のリングが浜辺にあっても彼らには脅

威です。なぜならそれらはすぐに海に吹き飛ば

されるか、あるいは休息するために海岸に来た

鳥たちにからまって逃げられなくしてしまうか

らです。

　海鳥の食物不足の状態は、人間の漁撈行為や

汚染、食物となる種の自然減によっても引き起

こされます。もしも親たちが自分たちに合った

種類の魚や動物性プランクトンをさがすために、

巣のある場所からあまりに遠くまで飛んでいか

なくてはならなくなったら、最初に飢え死にす

るのは雛たちでしょう。このような年には、海

鳥は巣を見捨てることを余儀なくされるかもし

れません。時には成鳥でさえ餓死するでしょう。

材料

・トレイか靴の箱（生徒４人に１個）

・梱包用の発泡プラスティック片、１トレイに
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つき１／２カップ

・ポップコーン、１トレイにつき１と１／２カッ

プ

・スプーンとカップ（できれば透明プラスティッ

クのもの）、生徒１人につきそれぞれ１個

手順

１．ゲームの目的は、割り当てられた時間内にで

きるだけ多くの食べ物を集めることです。それぞ

れのトレイの中で、プラスティックのかけらと

ポップコーンを混ぜます。生徒にはプラスティッ

クのかけらが食べ物ではないことを言わないでく

ださい。それぞれの生徒に「胃袋」（カップ）と

「くちばし」（スプーン）を与え、トレイ１つのま

わりに４人のグループになるように配置します。

２．鳥は食べ物をついばむのにくちばししか使え

ないこと、とった食べ物は胃袋に入れることを説

明します。食べ物はすくって胃袋に投げ入れては

いけません。

３．鳥たちが食べ物を取るのに３０秒与えます。

時間になったら、全員が食べ物をついばむことを

やめなくてはなりません。生徒一人一人に、食べ

たポップコーンとプラスティックの数を記録させ

ます。プラスティックのかけらは消化できないの

で、おもにプラスティックを胃袋に入れてしまっ

た鳥は餓死することになると説明してください。

ポップコーンは食べ物のトレイに戻しますが、プ

ラスティックは、どのように消化されずに蓄積し

ていくかを知る模擬実験のために、胃袋の中に入

れたままにさせます。

４．プラスティックが蓄積していくことを例証す

るために、数回繰り返してください。一回終わる

ごとに、ポップコーンとプラスティックの数を記

録します。数羽の鳥は最後には胃袋が完全にプラ

スティックでいっぱいになってしまうかもしれま

せん。これらの鳥は生きていくことができないだ

ろうと説明してください。

５．できれば、今度は体育館か広い部屋でやって

みてください。巣作りの場所から食べ物のある場

所が遠く離れている年を表すために、食べ物のト

レイを部屋の一方の端に置き、もう一方の端に生

徒を二人一組にして並ばせます。もう一度食べ物

を取るのに３０秒与えますが、今回は自分たち

の食べ物のトレイまで走っていかなくてはなりま

せん。また一組のうちひとりしか食べ物を取りに

いけません、なぜなら残りの一人は巣で卵を抱い

ていなくてはならないですから。食べ物を取りに

行った鳥は自分の獲物をパートナーと分け合わな

くてはなりません。食べ物を取る時間が終わった

ら、また鳥たちに食べ物とプラスティックの合計

を数えさせます。前にやった回と結果を比較して

みましょう。

６．さらに続けるときには、半数のトレイの中身

を部屋の中に撒き散らします。そして残りのトレ

イにはいった食べ物は、他の動物や人間に取られ

てしまった、または汚染で死んでしまったので、

もう手に入らないと説明しましょう。再び、全員

に３０秒与えて食べ物を取りに行かせます。手に

入れたものの数を数えます。食べ物があちこちに

散らばっていると、十分な量を手に入れるのはた

いへんでしたか？

応用

１．鳥はまたプラスティックのごみ、特に魚網と

６本詰めのリングにからまることがあります。こ

の模擬実験を行うために、数人の生徒の腕を肘の

ところで身体に縛り付け、食べ物を取ることがよ

り難しくなるようにして一度ゲームをしてみてく

ださい。

２．「Trashing  the  Oceans」というビデオを見

てみましょう。これは U.S. Fish & Wildlife Service, 

Resource Support, 1011 E. Tudor Road,  Anchorage 

AK 99503, 電話（907）786-3351 で借りること

ができます。このビデオと、他の海洋ゴミに関す

る情報はまた、NOAA の Marine Debris Information 

Office in San Francisco, California で購入してもよい

でしょう。注文用紙は、この教育セットの後ろの

方にあります。

３．浜のゴミ拾いを行って、集まったゴミの種

類の違いを記録しましょう。これらの物はどのよ

うに海鳥や野生動物を害することになるでしょう

か？

４．生徒たちに、６本詰め容器のリングを捨てる

前に、細かく切るようにさせてみてください。こ

うすることで鳥や他の動物がゴミ捨て場で絡まる

ことを防ぐことができるでしょう。

翻案：Ripples: A Big Sweep Elementary Activity Guide, 
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やればできる！

目的

  １）海鳥に関係のある問題を認識し評価するこ

と。２）問題を解決するか、あるいは状況を改

善するかという二者択一の方法の提案と評価を

すること。 ３）問題解決のための企画を引き受

けること。４）自分たちがうまく問題を解決した、

あるいは状況を改善した過程を分析し描写する

こと。

予備知識

  このアクティビティーは、生徒が海鳥を救うこ

とができるような地元の状況を認識することを

学ぶように作られています。状況は、浜辺のゴ

ミ拾いのような実地体験か、あるいは生徒たち

が、どうやって権限者に野生動物のための望ま

しい方策を実行するように働きかけるかを学ぶ、

政治的行動計画のどちらかを含むように設定す

ることができます。

  

  私たちの一人一人が、自分たちが生活してい

る環境を改善するために積極的な貢献をするこ

とができます。時には私たちの行動は人間のた

めの環境改善になりますし、時には野生動物の

ために環境を改善し、そして時には両方のため

になることもあります。他の人々とアイディア

や情報、そして技能を出し合って一緒に働けば、

時にはより多くの結果が得られることがありま

す。次にあげることに関する実際上の知識は、

このアクティビティーをする上で生徒に役立つ

でしょう。

問題：改善すべき難しい状況か、あるいは物事

を良くするような機会。問題は必ずしも「解決」

はされないが、通常、状況を改善することはで

きる。

権限者：変化をもたらすことのできる力を持つ

個人か一団の人々。

妥協：通常双方の「側」が少しずつ歩み寄って

問題を解決する方法

  若者にとって、自分たちが人々や野生動物や

環境に対して「やればできる」ということを

学ぶことは重要だと考えて、このアクティビ

ティーをする過程であなたの判断力を使って、

生徒が現実的で、建設的で、実行可能な計画を

選択する手助けをしてください。そうでなけれ

ば、生徒は自分たちには「やってもできない」

という考えを助長するようなアクティビティー

を体験することになるかもしれません。このア
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クティビティーの主要な目的は、人々と海鳥の

環境を改善するために積極的行動をとることで、

生徒が成功を体験する機会を提供することなの

です。

材料

・筆記用具

手順

１．生徒に、海鳥の家としての自分の地域を良

くする方法をいくつか考えるよう言います。彼

らは自分たちの地域における、鳥に悪い影響を

及ぼす活動の一覧表を考えるかもしれません。

生徒の一覧表は次のものを含んでいなくてはな

りません：鳥にとって危険物となるおそれのあ

るゴミ（釣り糸、魚網、６個詰め容器のリング）・

船舶から入ってくる可能性のあるネズミ・人間、

犬、野生化した猫、あるいは低空飛行する航空

機による妨害・魚網による海鳥の捕獲・川や海

の汚染・地元の鳥に関する情報の必要性など。

２．考えられうる鳥の生息地の問題や、鳥の住

処を良くするための方法に関する示唆のリスト

を見てください。生徒に、実行可能な時間内で

現実に建設的なことができると思われるものを

その中からひとつ選ぶように言って下さい。も

しもなかなか決められなくて、また合理的な助

けがすべて提供されていたら、生徒は投票で決

めることになるかもしれません。クラスの票の

流れを引き寄せることを期待して、自分たちが

取り組みたいと思っている問題を支持する演説

をしてもよいでしょう。

３．一度問題が選ばれたら、生徒に、問題に対す

る可能な解決策や計画を実行する方法について

考え始めるのに、ひとりで取り組むか、それと

も小グループで取り組むか尋ねましょう。個人

個人、またはそれぞれのグループは、どうやっ

てこの企画を成し遂げるか、段階ごとにスケッ

チと文字で説明したものをともなう計画を考え

出せるのではないでしょうか。

４．グループに、自分たちの計画を他の生徒に

発表するように言います。生徒たちはグループ

に質問をするかもしれません。一度全ての計画

が発表されたら、生徒に、最もａ）建設的 ｂ）

現実的 ｃ）鳥の助けとなる ｄ）継続的な貢献が

続けられそう と思われる計画を選んでもらいま

す。

５．生徒に、最初に選んだ計画が、学校や村の権

限を持つ人々に受け入れられなかった場合を考え

て、代案を１つか２つ選ぶように言います。

６．一度計画が（予備として選んだ代案も含めて）

決定されたら、生徒に、学校長もしくは当局の人々

に自分たちの計画を提出する代表者を選んでもら

いましょう。その中に管理人さんや、庭園の管理

人、教育委員会等を含めることを忘れずに。（物

理的に、または公務上関係のある人は誰でも含ま

れます）。生徒や関心を持っている保護者、また

は他のグループの生徒の前での練習会は役に立つ

のではないでしょうか。練習会で生徒の代表者は、

学校長（管理人、評議会など）の前で行うために

計画している通りに、聴衆からの質問に答えなが

ら , 発表をしましょう。

７．生徒は計画を提出するためにアポイントメン

トをとったほうがよいでしょう。そして発表を終

えたら、クラスメートに報告しましょう。もしも

自分たちの計画が受け入れられたら、生徒は企画

を成功させるために、次は誰に連絡を取ったら良

いか確認しましょう。

８．必要な許可を全て無事に得たということを確

認したら、生徒は自分たちの企画を首尾よく成し

遂げるために作業を先に進めたほうがよいでしょ

う。

９．ひとたび完了させたら、生徒に成果を分析す

るよう言いましょう。物事は彼らが望んだような

結果になったでしょうか？何か驚くようなことは

ありましたか？何か思いがけない問題はありまし

たか？どのようにしたら、もっと効果があったの

でしょう。

海鳥に関係した地域社会事業で可能性のあるもの

・「ゴミバスターズ」計画を始めましょう。海辺

のゴミ拾いやゴミ散らかし反対キャンペーンを指

揮します。

・地域社会で現在行われているネズミ駆除計画に

ついて調べましょう。その計画に手を貸す方法

か、あるいはより良いものにする方法を考え出し

ましょう。
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・もやい綱の上で使うもっと良いネズミ捕りをデ

ザインしてみましょう。現在使われているネズミ

捕りは、ネズミが海岸から船に乗り移らないよう

にするのには有効ですが、逆もまた同様というわ

けではありません（ネズミは簡単に綱から飛び降

りて岸へ泳ぎ着いてしまいます）。

・どの種類の海鳥が渡りのときにあなたの住む地

域を通るのか、どの種類がそこで雛をかえすのか、

そしてもしもいるとしたら、どの種類がそこで冬

を過ごすのか、異なる季節のデータを集めてくだ

さい。生徒たちに、異なる数種類の鳥について、

毎春最初に目撃された日付、特定の数種類の植物

について、緑に変わったり花を咲かせたりしたこ

とに最初に気づいた日付、異なる数種類の卵が初

めて目にされた日付などの観測結果を出させてく

ださい。この情報を数年間以上集めて、平均値を

計算し、変化をグラフにし比較することができま

す。

  あなたが集めたデータは U.S. Fish and Wildlife 

Service の役に立つ可能性もあります！もしもあ

なたがご自分のデータをアラスカ海鳥コロニー

カタログデータベースに提供したいと思われる

のであれば、データ集めを始める前に、Dr. Vivian 

Mendenhall（住所略）に連絡を取ってください。

彼女があなたの企画立案を手伝ってくれるでしょ

う。 

・海鳥カレンダーを作りましょう。地域の人々の

話を聞いたり観察をしたりすれば、いろいろな種

類の海鳥について、いつごろ戻って来ていつごろ

旅立つのか、いつごろ巣作りをするのかなどがわ

かります。

・地元でバードウォッチングによい場所と、そこ

で季節ごとに見られる鳥のタイプを記入した地図

を作りましょう。

  

・海鳥と海鳥が直面している問題について、地域

社会へ情報を提供する機会を作りましょう；リー

フレット、ポスター、ビデオテープ、新聞記事、

地元の行事での展示など。

・海洋生物と海鳥についての記事を載せた学級新

聞を作りましょう。

・手紙か記事を書いて地元の新聞に送り、それが

掲載されるように働きかけましょう。

・自分の住む地域の水の利用について調査してみ

ましょう。それはどこから来ていますか？どこ

へ流れていきますか？どのように使用されてい

るでしょうか？水に何か加えられていますか？

また汚水が水の中に排出される前に加えられて

いるものはありますか？汚染はどこで起きるの

でしょうか？生徒に個人や家庭、地域での水利

用の目録を作らせて、水の利用や汚染を減らす

ための方法をさぐるブレインストーミングをさ

せてみましょう。

・地元での海鳥の豊富さと、その用途について調

査しましょう。必ずお年寄りや先住民族の高齢

者を含めて調査し、海鳥の住む場所と利用法が

その人たちの生きている間にどのように変化し

て行ったかを確認するようにしましょう。

応用

  進行過程のすべてをドキュメンタリーにしてビ

デオテープに収めましょう。

翻案： Teach About Geese, U.S. Fish and Wildlife 

Service




